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L
T
貿
易
の
軌
跡

i

i
官
製
日
中

「
民
間
」
貿
易
協
定
が
目
指
し
た
も
の
1

1

1

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
、

L
T
貿
易
が
一
九
六
二
年
一
一
月
に
発
足
し
て

以
降
に
残
し
た
複
雑
な
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
、
こ
の
背
景
に
は
ど

の
よ
う
な
要
因
が
働
い
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
、

L
T
貿
易
が
官

製
の
日
中
「
民
間
」
貿
易
協
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
に

あ
る
。
一
九
六

0
年
代
の
日
中
関
係
を
論
じ
る
際
に

L
T
貿
易
は
必

ず
言
及
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
貿
易
協
定
が
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生

ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
詳
細
か

っ
正
確
な
考
察
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

日
中
国
交
正
常
化
以
前
の
臼
中
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
は
大
別

し
て
(
一
)
日
中
国
交
正
常
化
以
前
に
活
発
に
行
わ
れ
た
民
間
交
流
、

(
二
)
日
本
政
府
の
対
中
政
策
決
定
の
特
徴
や
傾
向
、
(
一
二
)
日
本
の

対
中
政
策
に
関
係
し
た
政
党
や
官
僚
機
構
、
(
四
)
日
本
政
府
が
一

木

村

nu 
f
r
T
 

隆

賞
し
て
追
求
し
た
「
二
つ
の
中
国
政
策
」
、
と
い
う
四
テ
i
マ
を
中

心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
(
一
)
は
民
間
外
交
に
よ
る
日
中
国
交
回

復
へ
の
貢
献
を
評
価
し
、
(
二
)
は
日
本
政
府
の
対
中
政
策
の
受
動

性
を
批
判
し
、
(
三
)
は
政
党
の
派
間
構
造
や
官
僚
機
構
に
注
目
し

て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
(
四
)
は
、
日
中
国
交
正
常
化
以
前
の
日

本
政
府
が
台
湾
と
外
交
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
中
国
政
府
と
の
関
係

打
開
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
中
に
は

L
T
貿
易

を
テ
i
マ
と
し
た
先
行
研
究
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
何
れ
も

L
T

貿
易
の
性
格
を
「
半
官
半
民
」
あ
る
い
は
「
民
間
」
の
貿
易
協
定
と

し
て
い
る
点
で
、
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

筆
者
は
一
九
五
八
年
五
月
以
降
、
日
本
政
府
の
中
国
政
府
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
急
速
に
直
接
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
、
と
い

う
事
実
に
控
目
し
た
。

L
T
貿
易
は
日
本
政
府
、
特
に
外
務
省
や
通

産
省
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
@
運
営
さ
れ
た
官
製
の
日
中
「
民
間
」
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貿
易
協
定
で
あ
り
、
臼
本
政
府
の
中
間
政
府
に
対
す
る
直
接
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
の
一
例
と
い
え
る
。
一
九
五
八
年
五
月
を
墳
に
日
本
政
府

が
中
国
政
府
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
転
換
し
た
背
景
に
は
、
そ

れ
ま
で
保
革
両
勢
力
が
共
同
で
進
め
て
き
た
日
中
交
流
が
、
日
本
国

内
の
革
新
系
野
党
勢
力
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日

本
政
府
は
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
必
要
に
追
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

日
本
政
府
が
効
果
的
な
対
中
政
策
を
立
案
し
、
日
中
貿
易
な
ど
両
国

間
の
問
題
に
自
己
の
政
治
的
主
張
を
反
映
さ
せ
る
に
は
、
中
国
に
関

す
る
有
力
な
情
報
源
と
中
国
政
府
と
の
有
効
な
交
渉
ル

i
ト
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
政
府
は

L
T
貿
易
と
い
う
宮
製
の
日
中

「
民
間
」
貿
易
協
定
を
介
し
て
、
日
中
貿
易
の
主
導
権
を
確
保
し
た

上
で
、
中
国
に
関
す
る
有
力
な
情
報
源
と
中
国
政
府
と
の
有
効
な
交

渉
ル

i
ト
を
獲
得
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

第
一
章

一
九
五

0
年
代
に
お
け
る
日
中
交
流

ー
中
国
の
対
日
政
策
の
転
換
と
日
本
政
府
の
対
応

一
九
五

0
年
代
、
日
本
国
内
は
経
済
復
興
の
た
め
に
日
中
貿
易
が

必
要
と
い
う
点
で
認
識
が
一
致
し
て
い
た
。
一
九
五
二
年
六
月
の
第

一
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
か
ら
一
九
五
五
年
五
月
の
第
三
次
日
中
民

間
貿
易
協
定
は
、
図
表
一
の
よ
う
な
保
革
両
勢
力
か
ら
な
る
民
間
組

織
が
、
制
札
牒
を
生
じ
さ
せ
な
が
ら
も
共
同
で
中
国
側
と
の
交
渉
と
協

定
の
実
施
に
あ
た
っ
て
い
た

)
O

組織名 結成年月 主要役員(属書きは綴織結成時) 性格

a中貿易促進会 1949年8月 帆足計(緑風会)、野坂参三(共 革新勢力が強いts、保守

産党)、浜田正{言(淀川製鍛所社 勢力も存在

長)

日中友好協会 1950年1月 野坂参三、原彪(社会党)、川崎 革新勢力が強いが、保守

秀二(国民民主党) 勢力も存在

日中貿易促進議員連盟 1952年12月 石僑;甚山(自由党)、西富寺公一 保革両政党の議員の名前

(共産党)、帆足計 が晃られる

日本国際貿易促進協会 1954年2月 村田省滋(大阪商船相談役)、石 保守勢力が強いが、基本

矯;甚山、北村徳太郎(改新党) 的には簡設の図体

日中輸出入組合 1955年12月 南郷三郎(日綿取締役) 第三次民間貿易の一元的

実施のため通産省が設置

図表ー :f中日貿易促進会趣意書J1949年 8月(日中国交回復促進議員連盟編 m中国交
回復関係資料集JIEl中国交資料委員会、 1974 年、 151~153 頁)、「日中貿易促進議員連盟創
立準備会J(波多野勝・飯森明子・清水麗編『臼中友好議員連盟関係資料一上村幸生文書ー
資料編1JI現代史料出版、 2006 年、 3~n主)、 f毎日新聞朝刊JI 1954年 9月 23El 、経済局
第一課「中共通商使節団に関する打合せ要旨J(1955年 2月 11El W外務省記録JIE' .2.5.2.1) 
より筆者が作製。
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一
九
五
七
年
九
月
に
始
ま
っ
た
第
四
次
臼
中
民
間
質
易
協
定
の
交

渉
で
は
、
日
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
お

よ
び
日
中
輸
出
入
組
合
の
三
団
体
が
中
国
側
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。

こ
の
交
渉
の
最
大
の
懸
案
は
常
設
の
貿
易
事
務
所
の
相
互
設
置
で
あ
っ

た
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
三
団
体
に
条
件
を
示
し
、
貿
易
事
務
所

員
へ
の
外
交
特
権
ゃ
、
貿
易
事
務
所
へ
の
国
旗
掲
場
を
認
め
な
い
形

で
、
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
八
年
三
月
五

日
に
三
団
体
が
締
結
し
た
第
四
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
は
、
貿
易
事

務
所
員
の
不
逮
捕
特
権
や
貿
易
事
務
所
に
国
旗
掲
揚
の
権
利
を
認
め

る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
台
湾
政
府
が
強
硬
に
反
発
し
た
た
め
、
四

月
九
日
に
愛
知
撲
一
官
一
房
長
官
が
、
日
本
政
府
は
賀
、
易
事
務
所
員
の

特
権
的
な
公
的
地
位
や
貿
易
事
務
所
に
国
旗
を
掲
揚
す
る
権
利
を
認

め
な
い
と
の
談
話
を
発
表
す
る
。
し
か
し
、
今
度
は
こ
の
宮
房
長
官

談
話
に
中
国
側
が
反
発
し
、
同
年
五
月
二
日
の
長
時
国
旗
事
件
の
影

響
と
も
相
ま
っ
て
、
五
月
一
一
臼
に
は
日
中
交
流
が
全
面
停
止
す
る

事
態
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
外
務
省
は
、
中
田
鵠
と
の
交
渉
を
「
無
責

任
な
民
間
団
体
」
に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
認
識
し
た
。
長
崎
国

旗
事
件
以
降
、
日
本
の
在
外
公
館
は
覆
極
的
に
中
国
の
外
交
官
と
の

接
触
を
企
図
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
一
日
に
は
日
本
政
府
は
在
外

公
館
が
中
国
側
外
交
官
を
公
式
に
招
待
す
る
こ
と
や
公
式
な
文
書
を

交
換
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
し
か
し
八
月
七
日
、
中
国
外
交
部
は

日
本
政
府
か
ら
の
接
触
要
求
を
全
て
矩
絶
す
る
よ
う
自
国
の
全
在
外

公
館
に
訓
令
を
発
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
八
年
五
月
か
ら
始
ま
っ

た
日
本
政
府
に
よ
る
中
国
政
府
に
対
す
る
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

の
試
み
は
、
中
国
側
の
拒
絶
に
よ
り
全
て
失
敗
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
一
九
五
八
年
一
一
月
よ
り
、
藤
山
愛
一
郎
外
相
の
訓
令
に
従
っ

て
香
港
で
は
安
藤
吉
光
香
港
総
領
事
が
章
士
制
国
務
院
文
史
館
長
と

極
秘
に
非
公
式
な
会
談
を
重
ね
た
が
、
見
る
べ
き
成
果
の
な
い
ま

ま
一
九
五
九
年
二
月
に
は
打
ち
切
ら
れ
た
。

一
九
五
五
年
頃
か
ら
、
中
国
政
府
は
日
中
貿
易
の
拡
大
を
通
し
て

日
本
の
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
「
独
占
資
本
」
も
中
国
制
に
引
き
寄

せ
、
日
米
両
政
府
を
離
間
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
採
っ
て
い
た
。
中

国
側
が
日
中
交
流
の
拡
大
を
進
め
る
政
策
を
採
っ
て
い
る
間
は
、
一

九
五
六
年
八
月
に
訪
中
し
た
旧
日
本
軍
人
の
団
体
の
よ
う
に
滞
在
中

「
無
遠
慮
に
所
信
と
批
判
を
ブ
チ
ま
け
」
て
も
、
毛
沢
東
と
会
見
で

き
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
八
年
六
月
を
境
に
、
中
国
側

は
日
本
政
府
と
の
接
触
は
拒
絶
し
つ
つ
、
日
本
労
働
者
を
代
表
す
る

「
進
歩
方
臣
的
人
士
」
や
岸
内
閣
に
打
撃
を
与
え
る
の
に
役
立
つ
者

を
選
ん
で
中
国
に
招
待
す
る
「
断
而
不
絶
」
と
い
う
新
た
な
対
日
政

策
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
断
面
不
絶
」
と
い
う
新
方
針
の
下
、
中
国
側
は
臼
本
政
府

と
の
接
触
は
拒
絶
し
つ
つ
左
傾
化
を
進
め
る
社
会
党
と
の
関
係
を
緊

密
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
九
五
九
年
三
月
、
第
二
次
社
会
党
訪
中
団



を
率
い
て
訪
中
し
た
浅
沼
稲
次
郎
は
三
月
一
一
一
日
に
「
米
帝
国
主
義

は
臼
中
共
同
の
敵
」
と
の
演
説
を
行
う
。
さ
ら
に
、
二
一
月
一
七
日
の

「
張
柔
若
と
浅
沼
稲
次
郎
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
に
は
、
「
両
国
間
の
政

治
と
経
済
の
問
題
は
分
離
で
き
ず
」
と
い
う
政
経
不
可
分
の
原
則
と
、

「
中
国
敵
視
政
策
を
や
め
る
こ
と
、
「
二
つ
の
中
国
」
を
つ
く
る
陰
謀

に
加
わ
ら
な
い
こ
と
、
日
中
両
国
の
正
常
関
係
の
回
復
を
妨
げ
な
い

こ
と
」
と
い
う
政
治
三
原
則
が
田
明
記
さ
れ
た
。
社
会
党
と
中
国
側
と

の
間
で
築
か
れ
た
こ
れ
ら
の
原
期
は
、
後
述
の
よ
う
に
一
九
六

0
年

代
の
日
中
交
流
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
中
国
側
の
岸

内
留
に
対
す
る
姿
勢
は
非
常
に
強
硬
で
、
日
中
貿
易
の
再
開
に
も
強

く
反
対
し
て
い
た
が
、
社
会
党
は
そ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
た
中
立
政
策

を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
漆
、
桐
油
や
甘
栗
な
ど
日
本
国
内
で
需
要
の

(叩〉

多
い
中
国
産
品
を
商
社
に
斡
旋
す
る
権
利
を
得
た
。
三
月
一
八
日
に

は
、
社
会
党
第
二
次
訪
中
国
は
武
漢
で
毛
沢
東
に
面
会
す
る
こ
と
に

も
成
功
し
た
。
と
こ
ろ
が
帰
国
後
に
岸
信
介
首
相
と
会
談
し
た
浅
沼

稲
次
郎
は
、
中
国
側
は
日
本
に
対
す
る
態
度
を
緩
和
し
つ
つ
あ
る
、

(
詑
)

と
い
う
事
実
と
は
異
な
る
報
告
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
を
信

じ
、
一
九
六

O
年
に
な
っ
て
も
日
本
側
の
在
外
公
館
は
中
国
側
外
交

官
と
の
接
触
を
試
み
続
け
た
が
、
全
て
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
日

本
政
府
の
行
動
が
米
国
政
府
に
察
知
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
五
九
年
六
月
二
三
日
に
マ
ッ
カ
l
サ
!
註
日
米
国
大

使
は
岸
首
相
と
会
談
し
、
実
擦
に
中
国
の
対
日
政
策
に
変
化
が
な
い

中
で
日
本
政
府
の
対
中
政
策
が
融
和
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
、

白
本
政
府
に
対
し
強
い
警
告
を
発
し
た
。

日
中
貿
易
を
担
っ
て
き
た
民
間
諸
臨
休
も
、
次
々
と
社
会
党
に
同

調
し
て
い
っ
た
。
同
年
三
月
二

O
日
、
日
中
貿
易
促
進
会
は
「
張
実

若
と
浅
沼
稲
次
郎
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。
ま

た
七
月
一
三
日
、
日
中
友
好
協
会
も
安
保
条
約
廃
棄
と
白
中
国
交
回

(
部
)

復
運
動
に
つ
い
て
社
会
党
へ
の
全
面
的
協
力
を
表
明
し
た
。
翌
一
九

六
O
年
五
月
に
は
、
も
と
も
と
保
守
勢
力
が
強
か
っ
た
日
本
国
際
費

易
促
進
協
会
す
ら
、
定
時
総
会
で
新
安
保
条
約
批
准
阻
止
に
向
け
て

運
動
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
九
六

O
年
八
月
、
周
恩
来
首
相
は
日
本
共
産
党
地
下
党
員
で
あ
っ

〈
泊
)

た
鈴
木
一
雄
日
中
貿
易
促
進
会
専
務
理
事
に
貿
易
三
原
剖
を
提
示
し

た
。
貿
易
三
原
則
は
、
日
中
貿
易
を
(
一
)
政
府
間
契
約
、
(
二
)

民
間
契
約
、
(
一
一
一
)
中
小
企
業
へ
の
特
別
配
慮
、
の
一
一
一
種
に
規
定
し

て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
政
府
間
契
約
は
当
面
実
現
の
見
込

み
は
な
い
の
で
、
商
社
は
(
二
)
民
間
契
約
か
、
(
二
己
中
小
企
業

へ
の
特
別
記
慮
に
基
づ
い
て
貿
易
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
方
式
で
貿
易
を
行
う
た
め
に
は
進
歩
的
な
団
体
に
紹
介
さ
れ
、

「
中
国
側
に
友
好
的
で
あ
る
と
す
る
判
断
材
料
を
示
す
」
こ
と
が
必

(
却
)

要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
社
会
党
や
日
中
貿
易
促
進
会
、
日
中
友

好
協
会
、
日
本
罷
際
貿
易
促
進
協
会
に
紹
介
さ
れ
た
商
社
が
中
罷
と

の
貿
易
を
行
う
「
友
好
貿
易
」
が
始
ま
る
。
一
方
、
そ
れ
ま
で
日
中



貿
易
交
渉
の
中
心
で
あ
っ
た
日
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
は
、
自
民
党

議
員
の
多
く
が
脱
退
し
た
こ
と
で
弱
体
化
し
、
通
産
省
と
の
繋
が
り

が
強
か
っ
た
日
中
輸
出
入
組
合
は
大
幅
な
業
務
縮
小
に
追
い
込
ま
れ

(油〉た。
一
九
五
二
年
か
ら
始
ま
る
戦
後
日
中
交
流
は
保
守
勢
力
を
含
む
日

本
国
内
の
幅
広
い
勢
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
八

年
八
月
に
中
国
側
が
新
し
い
対
日
政
策
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
日
中

交
流
の
担
い
手
は
野
党
勢
力
へ
移
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
関
す
る
有

力
な
情
報
源
と
中
国
政
府
と
の
有
効
な
交
渉
ル

i
ト
に
加
え
て
、
日

中
翼
易
も
野
党
勢
力
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
結
果
と
し

て
、
日
本
政
府
は
野
党
か
ら
も
た
ラ
り
さ
れ
た
中
国
に
関
す
る
情
報
に

振
り
回
さ
れ
、
日
中
貿
易
は
安
保
闘
争
な
ど
の
政
治
運
動
と
結
び
つ

け
ら
れ
た
上
に
、
日
中
貿
易
に
よ
る
利
益
は
野
党
の
資
金
源
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

第
二
章

し

τ貿
易
の
発
足
l
友
好
貿
易
へ
の
対
抗
策

と
し
て
の
官
製
日
中
「
民
間
」
貿
易
協
定

高
度
経
済
成
長
が
定
着
し
た
一
九
六

0
年
代
に
は
、
日
本
経
済
に

お
け
る
日
中
貿
易
の
必
要
性
は
低
下
し
た
が
、
中
愚
政
府
に
よ
る
日

本
国
内
の
野
党
勢
力
を
利
用
し
て
加
え
ら
れ
る
圧
力
に
い
か
に
対
処

す
る
か
、
と
い
う
別
の
開
題
に
日
本
政
府
は
直
面
す
る
。
安
保
騒
動

が
終
了
し
、
一
九
六

O
年
七
月
に
池
田
勇
人
内
閣
が
発
足
す
る
と
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
日
本
政
府
内
部
で
は
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ

た。
一
九
六
一
年
一
月
、
同
年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
日
米
首
脳
会

談
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
外
務
省
ア
ジ
ア
間
中
国
課
(
以

下
「
中
国
課
」
)
は
一
月
八
日
作
成
の
文
書
で
、
対
中
政
策
の
立
案

に
必
要
な
情
報
の
不
足
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
中
共
の
真
意
を
公
的

に
把
握
」
す
る
た
め
に
「
大
臣
級
の
政
府
代
表
」
を
北
京
へ
派
遣
す

べ
き
と
し
た
。
ま
た
中
国
課
は
、
こ
の
間
題
を
放
置
す
れ
ば
中
国
側

の
「
人
民
外
交
」
に
引
き
ず
ら
れ
、
「
泥
沼
に
陥
い
る
」
こ
と
を
危

慎
し
た
。
六
月
一
目
、
池
田
首
相
と
小
坂
善
太
郎
外
相
に
外
務
省
幹

部
を
加
え
た
会
合
で
、
米
国
側
に
「
B
中
間
の
直
接
接
触
」
を
提
案

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
実
際
の
日
米
首
脳
会
談
の
席
で
、

池
田
首
相
が
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
に
提
案
し
た
の
は
「
日
中
間
の
直
接

接
触
」
で
は
な
く
、
「
日
本
政
府
の
補
助
金
の
下
で
日
中
貿
易
の
た

め
の
輸
出
入
組
織
」
を
設
立
し
、
中
国
側
の
沼
中
貿
易
に
対
す
る
影

〈
出
)

響
力
を
抑
制
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

一
九
六
二
年
三
月
、
遠
藤
又
男
中
国
課
長
は
自
民
党
親
中
派
の
代

議
士
を
介
し
て
臼
中
政
府
間
に
有
効
な
交
渉
ル

l
ト
を
新
た
に
開
設

す
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
の
候
補
者
と
し
て
遠
藤
中
国
課
長
は
、
毅
然

と
日
本
政
府
の
立
場
を
中
国
制
に
主
張
す
る
松
村
謙
三
と
、
経
済
界

に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
高
碕
達
之
助
を
挙
げ
た
。
ま
た
三
月
二
六

(
お
)

日
、
池
田
首
相
も
松
村
謙
三
に
対
し
て
訪
中
を
直
接
要
請
し
た
。



同
年
四
月
頃
、
一
九
六
一
年
度
の
日
本
の
経
常
収
支
が
一

0
・
九

億
ド
ル
の
赤
字
を
記
録
し
た
こ
と
で
、
日
本
国
内
で
は
対
中
輸
出
へ

の
延
払
適
用
に
よ
り
、
中
国
市
場
を
開
柘
す
べ
き
と
の
声
が
高
ま
っ

た
。
五
月
一
六
臼
、
関
守
二
一
部
外
務
省
経
済
昂
(
以
下
「
経
済
問
」
)

長
は
駐
日
ド
ハ
テ
ィ
!
米
国
大
使
館
参
事
宮
と
会
談
し
た
が
、
米
国

政
府
は
日
本
政
府
の
対
応
に
「
伝
田
昌
司

2
E
S
Sと
し
て
い
る
と

(
持
)

い
う
厳
し
い
反
応
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
月
二
一
日
の
経
済
閣
僚

懇
談
会
で
、
佐
藤
栄
作
通
産
相
は
日
本
も
西
欧
諸
国
が
行
っ
て
い
る

規
模
の
対
中
延
払
輸
出
を
行
う
べ
き
だ
と
発
言
し
、
小
坂
外
相
も
こ

れ
に
同
意
し
た
。
五
月
二
一

O
日
、
関
経
済
局
長
は
再
び
ド
ハ
テ
ィ
ー

参
事
官
と
会
談
し
た
。
改
め
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
ド
ハ
テ
ィ
ー

参
事
官
に
、
関
経
済
局
長
は
「
も
し
米
国
が
本
件
を
と
め
る
つ
も
り

な
ら
ば
例
へ
ば
チ
ン
コ
ム
で
話
合
い
、
西
欧
諸
国
が
凡
て
延
払
い
の

停
止
を
行
う
な
ら
ば
わ
が
国
と
し
て
も
こ
れ
に
司
意
す
る
可
能
性
な

き
に
し
も
非
ず
」
と
反
駁
す
る
。
関
経
済
問
長
は
、
こ
の
会
談
を
通

し
て
西
欧
諸
国
が
実
施
し
て
い
る
規
模
の
対
中
延
払
輸
出
を
日
本
政

(
却
)

府
も
行
う
こ
と
に
つ
い
て
米
国
政
府
の
理
解
は
得
た
も
の
の
、
同
時

に
こ
の
間
題
に
対
す
る
米
国
政
府
間
の
警
戒
感
を
も
強
く
認
識
し
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
政
府
補
劫
金
に
よ
る
日
中
貿
易
の
た
め
の
輸
出
入
組
織
と
、

自
民
党
親
中
派
代
議
士
を
介
し
た
対
中
接
触
、
対
中
延
払
輸
出
と
い

う
一
二
計
画
は
結
合
し
、
官
製
の
日
中
「
民
間
」
貿
易
協
定
を
設
立
す

る
こ
と
で
、
貿
易
な
ど
の
日
中
交
流
の
主
導
権
を
獲
得
す
る
と
い
う

構
想
が
日
本
政
府
内
に
形
成
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
九
月
初
旬
、
こ
の
構
想
の
実
現
の
た
め
に
、
第
一
陣

と
し
て
松
村
謙
三
が
訪
中
し
て
政
治
原
則
の
問
題
に
つ
い
て
交
渉
し

た
上
で
、
第
二
陣
と
し
て
高
碕
達
之
助
と
岡
崎
嘉
平
太
全
日
空
社
長

が
訪
中
し
、
具
体
的
な
貿
易
協
定
等
に
関
す
る
交
渉
を
す
る
こ
と
と

(
却
)

な
っ
た
。
九
月
一
二
日
、
松
村
謙
三
は
古
井
喜
実
、
田
川
誠
一
、
小

川
市
ア
二
な
ど
の
自
派
の
代
議
士
を
率
い
て
訪
中
す
る
。
松
村
謙
三
と

周
首
相
の
三
度
に
わ
た
る
会
談
の
後
、
九
月
一
九
日
「
松
村
・
閥
会

談
に
関
す
る
共
同
発
表
メ
モ
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
メ
モ
に
は
政

治
二
一
原
則
、
貿
易
三
原
則
、
政
経
不
可
分
の
原
則
と
い
っ
た
中
国
側

の
政
治
的
主
張
は
記
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
原
則
に
対
す
る
日
本
側

の
態
度
に
は
言
及
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
メ
モ
の
「
注
釈
を
つ
け

(
必
)

る
こ
と
は
双
方
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
と
す
る
」
と
い
う
黙
約
も
あ
っ
た
。

松
村
謙
三
は
友
好
費
易
制
度
の
廃
止
を
主
張
し
た
が
、
松
村
謙
三
が

推
薦
す
る
商
社
は
全
て
友
好
商
社
に
指
定
す
る
こ
と
で
妥
協
が
成
立

し
た
。
友
好
貿
易
制
度
は
廃
止
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
白
木
政

府
は
「
政
経
分
離
政
策
」
に
適
合
し
た
新
た
な
日
中
貿
易
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
会
談
の
成
果
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
池
田
首
椙
は
「
俺
の
方
向
に
中
共
が
近
づ
い
て
来
た
」

と
の
感
想
を
述
べ
た
。

一
方
、
同
年
八
月
頃
か
ら
通
産
省
と
外
務
省
は
、

114 

許
可
す
べ
き
対



中
延
払
輪
出
の
規
模
や
条
件
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た
。
こ
の
過
程

で
対
中
延
払
輪
出
に
積
極
的
な
通
産
省
と
、
対
米
関
係
を
考
慮
し
て

慎
重
な
経
済
屈
と
の
方
針
の
相
異
が
明
白
と
な
っ
た
。
八
月
三
日
作

成
の
通
産
省
通
商
局
市
場
第
一
二
課
案
は
、
延
払
期
間
を
「
最
長
五
年

ま
で
の
範
囲
内
で
ケ
l
ス
・
パ
イ
・
ケ
l
ス
に
考
慮
す
る
」
と
し
、

さ
ら
に
一

O
月
一

O
日
作
成
の
通
産
省
案
は
、
毎
年
六
百
万
ド
ル
の

プ
ラ
ン
ト
輸
出
も
予
定
し
て
い
た
。
一
方
、
一

O
月
二
日
作
成
の
経

済
局
案
は
、
延
払
期
間
は
最
長
一
年
半
、
適
用
品
目
も
化
学
肥
料
@

各
種
鋼
材
・
機
械
類
と
し
て
い
る
。
一

O
月
一
五
日
、
外
務
省
、
大

蔵
省
、
通
産
省
、
経
済
企
画
庁
の
四
省
庁
次
官
に
よ
る
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
の
結
果
、
中
国
に
許
与
さ

れ
る
の
は
、
肥
料
・
農
薬
・
塩
安
の
一
年
以
内
の
延
払
、
鉄
鋼
・
農

機
呉
の
一
年
半
か
ら
二
年
以
内
の
延
払
と
さ
れ
、
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出

は
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
は
、
慎
重
な
経
済

局
作
成
の
外
務
省
案
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
一
月
九
日
、
多
く
の
財
界
人
を
率
い
て
訪
中
し
た
高
碕
達
之
助

は
、
中
国
側
対
日
政
策
責
任
者
の
摩
承
志
と
覚
書
を
交
換
し
、
摩

(rso)
と
高
崎
(
、
F
F
m
w
m
m
w
W
H
)

の
頭
文
字
か
ら
、

L
T
貿
易
と
呼

ば
れ
る
貿
易
協
定
が
発
足
し
た
。
ま
た
、
同
日
「
取
り
極
め
事
項
」

も
調
却
さ
れ
、

L
T
貿
易
の
実
施
団
体
と
し
て
日
本
側
に
高
碕
事
務

所
が
、
中
国
側
に
摩
承
志
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

「
取
り
極
め
事
項
」
に
は
第
一
年
度
の
貿
易
計
画
(
以
下

「
L
T
第
一
年
度
貿
易
計
画
」
)
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の

L
T
第
一
年
度
貿
易
計
画
は
前
述
の
四
省
庁
次
官
会
議

の
決
定
に
反
し
て
、
日
本
側
の
輸
出
を
、
肥
料
・
農
機
具
は
一
年
の

実
質
後
払
、
鋼
材
・
特
殊
鋼
材
は
二
年
の
実
質
後
払
、
見
送
る
は
ず

の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
完
成
後
五
年
間
の
延
払
(
実
質
七
年
間
延
払
)

で
金
利
年
四
・
五
%
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
同
行
し
た
倉
敷
レ
イ

ヨ
ン
の
代
表
に
よ
っ
て
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
に
関
す
る
議
定

書
ま
で
が
調
印
さ
れ
て
い
た
。

L
T
第
一
年
度
貿
易
計
醒
へ
の
対
応
に
も
、
経
済
局
と
通
産
省
で

は
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
二
一
月
四
日
に
岡
崎
嘉
平
太
と
会

談
し
た
後
、
関
経
済
局
長
は
プ
ラ
ン
ト
以
外
の
輸
出
品
自
に
後
払
を

一
認
め
る
代
り
に
、
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
保
留
す
べ
き
と
判
断

し
た
。
他
方
一
一
月
一
九
日
、
通
産
省
は
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
延

払
輸
出
を
「
ソ
連
並
み
よ
り
若
干
厳
し
い
条
件
」
で
認
可
す
る
よ
う

外
務
省
に
申
し
入
れ
た
。
一
九
六
三
年
四
月
に
来
日
し
た
孫
平
化
と

渡
辺
弥
栄
司
官
房
長
が
極
秘
に
会
談
す
る
な
ど
、
通
産
省
は
倉
敷
レ

イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
延
払
輸
出
に
向
け
調
整
を
進
め
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
通
産
省
の
動
き
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
四
月
二

六
日
の
外
務
、
大
蔵
、
通
産
の
各
大
盟
問
の
協
議
で
、
農
機
具
や
鋼

材
の
後
払
輸
出
が
認
め
ら
れ
た
上
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
@
ビ
ニ
ロ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
延
払
輪
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
一

O
月
の
四
省
庁
次
官
会

こ
の
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議
に
よ
る
決
定
と
は
「
切
り
離
し
新
な
問
題
と
し
て
本
件
を
今
後
取

上
げ
検
討
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

経
済
局
も
友
好
貿
易
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
た
が
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
延
払
輸
出
に
よ

り
、
米
国
の
「
対
日
信
頼
感
」
が
「
一
層
低
下
」
す
る
こ
と
も
危
慎

し
て
い
た
。
一
方
、
通
産
省
は

L
T
貿
易
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
日

中
貿
易
に
対
す
る
主
導
権
を
確
立
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
日

本
政
府
と
し
て
は
、
日
米
協
調
の
た
め
に
は
中
国
制
と
な
る
べ
く
距

離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
逆
に
友
好
貿
易
を
抑
え
て
日
中

貿
易
に
お
け
る
主
導
権
を
得
る
に
は

L
T
貿
易
を
通
じ
た
大
規
模
な

対
中
延
払
輸
出
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
両
立
し
難
い
二
つ

の
課
題
の
う
ち
、
経
済
局
は
前
者
を
、
通
産
省
は
後
者
を
重
視
し
た

の
で
あ
る
。

七
月
一
日
、
高
碕
達
之
助
の
指
示
で
延
払
期
間
を
実
質
七
年
か
ら

実
質
五
年
に
短
縮
し
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
は
中
国
側
と
の
間
で
ビ
ニ
ロ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
正
式
な
輪
出
契
約
を
締
結
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
通

産
省
は
こ
の
輸
出
を
許
可
し
た
い
と
の
意
向
を
外
務
省
に
伝
え
た
料
、

経
済
局
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
八
月
一
七
日
に
な
っ
て
延

払
期
間
の
短
縮
だ
け
で
な
く
、
第
一
年
度
L
T貿
易
計
画
で
は
年
四
・

五
%
と
な
っ
て
い
た
延
払
金
利
を
年
六
%
に
引
き
上
げ
、
そ
の
代
わ

り
に
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
価
格
を
下
げ
る
と
い
う
妥
協
が
中
国
側

(
部
)

と
の
間
で
成
立
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
慎
重
だ
っ
た
経
済
局
も
八

月
二

O
自
に
は
「
自
由
主
義
国
に
同
様
の
先
例
」
が
あ
る
と
し
て
、

倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
に
同
意
す

(
却
)る

。
八
月
二
三
日
の
閣
議
を
経
て
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
は
正
式
に
許
可
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
米
国
や
台
湾
と
の
関
係
を
慎
重
に
考
慮

し
な
が
ら
、

L
T
貿
易
協
定
を
強
化
す
る
こ
と
で
野
党
勢
力
と
繋
が

り
の
深
い
友
好
貿
易
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
、
日
中
貿
易
の
主
導
権

を
握
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
延
払
輸
出
が
認
可
さ
れ

(削〉

た
こ
と
で
、
中
国
側
の
池
田
内
閣
へ
の
信
頼
は
大
き
く
高
ま
っ
た
。

一
方
、
台
湾
政
府
は
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
延
払

輸
出
に
政
府
系
金
融
機
関
の
日
本
輸
出
入
銀
行
(
以
下
「
輸
銀
」
)

が
一
部
融
資
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
強
く
抗
議
し
、
九
月
二
一
日

に
は
張
高
生
駐
日
中
華
民
国
大
使
を
召
還
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
九

月
九
日
、
中
山
賀
博
経
済
局
長
と
会
談
し
た
ガ
!
デ
ィ
ナ
ー
駐
日
米

国
公
使
も
、
西
欧
諸
国
が
中
国
に
大
量
の
小
麦
等
を
輸
出
し
て
い
る

こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
プ
ラ
ン
ト
の
延
払
輸
出
は
「
中
共
の
工
業
力

(
回
)

の
増
強
に
貢
献
す
る
点
に
問
題
が
あ
る
」
と
の
苦
言
を
呈
し
た
。

(
臼
)

一
O
丹
七
日
に
局
鴻
慶
事
件
が
発
生
す
る
と
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
・

ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
問
題
の
影
響
と
も
相
ま
っ
て
台
湾
政
府

の
態
度
は
一
層
強
硬
な
も
の
と
な
り
、
一
一
月
四
日
に
は
台
湾
の
日

本
人
在
寵
民
の
安
全
が
危
慎
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
的
。
八
月
に
倉
敷
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レ
イ
ヨ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
が
許
可
さ
れ
た
時
点
で
は
、

木
村
四
郎
七
駐
中
華
民
国
大
使
で
さ
え
台
湾
の
「
泣
寝
入
り
」
を
予

(出〉

想
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
臼
台
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と
を
日
本
政
府

は
全
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
吉
田
茂
元
首
相
を
と

お
し
て
白
台
関
係
の
修
復
を
図
る
一
方
、
周
鴻
慶
事
件
を
穏
便
に
解

決
す
べ
く
中
国
側
と
の
間
で
調
整
を
進
め
る
よ
う
高
碕
達
之
助
に
依

(
朗
)

頼
し
た
。
す
る
と
、
中
圏
側
は
周
鴻
慶
事
件
に
対
し
て
沈
黙
を
続
け

た
だ
け
で
な
く
、
「
日
本
政
府
に
迷
惑
を
か
け
て
お
り
申
し
訳
な
く
」

思
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
、
高
碕
事
務
所
を
通
じ
て
日
本
政
府

に
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

L
T
貿
易
の
発
足
か
ら
周
鴻
慶
事
件
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
米

畠
や
台
湾
か
ら
の
反
発
を
避
け
な
が
ら
日
本
政
府
が
日
中
貿
易
に
関

与
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
だ
け
で
な
く
、

L
T
貿
易
が

日
中
間
の
政
治
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
有
効
な
交
渉
ル

l
ト
と
な

り
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

第
三
意

し
T
貿
易
を
介
し
た
連
絡
員
の
交
換

|
情
報
源
と
交
渉
ル

i
ト
の
確
保

一
九
六
四
年
一
月
二
一
日
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
は
通
産
省
に

B

中
輸
出
入
組
合
と
中
国
と
の
間
で
連
絡
員
を
交
換
す
る
計
画
が
あ
る

と
報
道
し
た
。
こ
の
報
道
が
な
さ
れ
た
当
初
、
経
済
局
は
こ
の
問
題

に
つ
い
て
「
議
論
す
る
こ
と
さ
え
不
通
当
」
と
し
、
こ
の
方
針
は
二

(
拙
)

月
二
六
日
の
外
務
省
幹
部
会
で
も
承
認
さ
れ
た
。
一
方
、
通
産
省
は

「
高
碕
事
務
所
、
一
彦
事
務
所
閤
に
貿
易
駐
在
員
の
常
置
を
認
め
る
こ

と
は

L
T
貿
易
の
健
全
な
発
麗
に
資
す
る
所
が
大
き
い
い
と
し
て
、

(
的
)

こ
の
計
画
の
推
進
を
主
張
し
た
。

四
月
一
九
日
、
訪
中
し
た
松
村
謙
一
二
ら
は
外
務
省
の
同
意
を
得
る

こ
と
な
く

L
T
貿
易
に
よ
る
連
絡
員
交
換
に
つ
い
て
の
会
談
メ
モ
を

〈刊〉

摩
承
蕊
と
の
間
で
取
り
交
わ
す
。
こ
の
こ
と
が
日
本
盟
内
に
伝
わ
る

と
、
主
要
新
聞
の
社
説
は

L
T
貿
易
に
よ
る
連
絡
員
交
換
を
一
斉
に

支
持
し
た
た
め
、
四
月
ニ
四
日
に
は
経
済
局
も
厳
格
な
制
限
の
下
で

連
絡
員
の
交
換
を
認
め
る
こ
と
を
考
慮
し
始
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
外
務
省
は
日
台
関
係
の
修
復
だ
け
で
は
な

く
、
い
か
に
し
て
日
中
交
流
の
主
導
権
を
得
る
か
と
い
う
別
の
問
題

も
抱
え
て
お
り
、
中
国
課
は
後
者
を
重
視
し
た
。
四
月
二
四
日
、
原

富
士
男
中
国
課
長
は
臼
中
交
流
の
現
状
を
「
自
民
党
左
派
、
社
会
党
、

共
産
党
な
ど
諸
政
党
、
友
好
団
体
、
商
社
等
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
パ
イ

プ
を
通
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
い
わ
ば
百
鬼
夜
行
」
と
形
容
し
た
上

で
、
「
当
省
の
息
の
か
か
っ
た
者
」
を
高
碕
事
務
所
を
通
じ
て
送
り

込
み
「
臼
中
関
係
を
わ
が
国
外
交
全
般
の
立
場
よ
り
積
極
的
に
統
制

規
律
す
る
方
向
に
向
か
う
べ
き
」
と
主
張
し
た
。
だ
が
、
臼
台
関
係

の
悪
化
を
懸
念
し
た
島
重
信
外
務
次
宮
が
原
中
国
課
長
の
提
案
を
却

下
し
た
た
め
、
外
務
省
内
で
は
経
済
局
が
中
心
と
な
り
、

L
T
貿
易

に
よ
る
連
絡
員
交
換
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

円

i



当
初
は
反
発
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
台
湾
政
府
で
あ
っ
た
が
、

四
月
一
二

ο白
か
ら
五
月
一
日
に
か
け
て
条
件
付
き
で

L
T
貿
易
に
よ

る
連
絡
員
交
換
を
容
認
す
る
こ
と
を
外
務
省
に
伝
え
て
き
た
。
そ
の

条
件
と
は
、
(
一
)
常
駐
で
な
い
こ
と
、
(
二
)
五
星
紅
旗
を
掲
げ
る

権
利
を
認
め
な
い
こ
と
、
(
一
二
)
「
事
務
所
」
「
代
表
・
組
員
」
の
名

称
を
使
わ
せ
な
い
こ
と
、
(
四
)
貿
易
以
外
の
交
渉
を
行
う
権
限
を

認
め
な
い
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
五
月
四
日
、
経
済
局
は
こ
れ
ら
の
条

件
が
な
る
べ
く
満
た
さ
れ
る
形
で
連
絡
員
の
交
換
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
外
務
省
案
を
作
成
し
た
。

五
月
下
旬
、
外
務
省
と
通
産
省
に
入
国
管
理
局
を
加
え
た
三
者
の

調
整
が
開
始
さ
れ
た
。
外
務
省
は
台
湾
政
府
か
ら
示
さ
れ
た
条
件
が

守
ら
れ
る
よ
う
誓
約
書
を
河
崎
嘉
平
太
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
を
主
張

し
た
。
ま
た
入
国
管
理
局
は
、
国
内
治
安
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら

日
本
に
滞
在
す
る
中
国
側
連
絡
員
に
よ
る
政
治
活
動
が
制
限
さ
れ
る

よ
う
配
慮
を
求
め
た
。
通
産
省
は
、
台
湾
政
府
の
意
向
の
尊
重
や
中

国
側
連
絡
員
に
よ
る
政
治
活
動
の
制
限
に
は
同
意
し
た
が
、
日
本
朝

の
連
絡
員
に
つ
い
て
外
務
省
案
が
「
純
然
た
る
民
間
人
」
と
し
て
い

る
点
の
見
直
し
を
求
め
、
必
要
な
費
用
を
政
府
補
助
金
と
し
て
支
給

す
べ
き
と
主
張
し
た
。

六
月
二
六
日
に
、
外
務
省
、
入
国
管
理
局
、
通
産
省
の
代
表
者
と

岡
崎
嘉
平
太
と
の
間
で
会
合
が
間
か
れ
た
。
第
四
次
日
中
民
間
貿
易

協
定
の
時
と
は
異
な
り
、
国
旗
掲
揚
の
問
題
は
既
に
中
国
側
の
方
か

ら
取
り
下
げ
て
い
た
た
め
に
最
初
か
ら
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
中
国
側
連
絡
員
に
よ
る
政
治
活
動
や
外
交
官
的
行
為
を
制
限
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
岡
崎
嘉
平
太
は
同
意
し
た
。
し
か
し
「
事
務
所
」

や
「
代
表
・
随
員
」
と
い
う
名
称
の
使
用
を
禁
止
す
る
と
い
う
外
務

(
曲
)

省
案
は
細
か
す
ぎ
る
と
し
て
岡
崎
嘉
平
太
が
反
対
し
、
結
局
外
務
省

は
「
事
務
所
」
や
「
代
表
・
随
員
」
と
い
う
名
称
の
使
用
を
黙
認
す

る
。
こ
の
よ
う
な
好
余
曲
折
を
経
て
、
八
月
一
三
日
に
は
孫
平
化
を

代
表
と
す
る
五
人
の
中
国
側
連
絡
員
が
来
日
し
、
東
京
に
中
間
関
の

連
絡
事
務
所
(
以
下
「
東
京
事
務
所
」
)
が
開
設
さ
れ
た
。

九
月
三
日
、
今
村
昇
通
産
省
輪
出
振
興
部
長
と
加
藤
匡
夫
経
済
局

次
長
は
、
日
本
側
の
連
絡
員
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
加
藤
経
済
崩
次

長
は
、
通
産
省
関
係
者
を
中
心
に
人
選
を
進
め
る
こ
と
に
は
間
同
意
し

た
が
、
政
府
補
助
金
の
使
用
に
は
反
対
し
た
。
一
方
、
今
村
輸
出
振

興
部
長
は
「
友
好
商
社
か
ら
金
を
集
め
る
と
彼
等
を
抑
え
ら
れ
な
く

な
る
の
で
、
政
府
予
算
で
出
し
た
と
い
う
形
に
し
た
い
」
と
反
論
し

た
。
一
九
六
五
年
一
月
、
相
馬
常
敏
(
前
回
国
通
産
局
総
務
部
長
)
、

大
和
田
祐
次
(
前
日
中
輸
出
入
組
合
理
事
)
、
田
中
聡
介
(
前
東
京

銀
行
監
査
役
)
の
三
人
(
定
員
五
人
の
内
二
人
分
は
空
席
)
が
北
京

に
派
遣
さ
れ
、
日
本
側
連
絡
員
の
事
務
所
(
以
下
「
北
京
事
務
所
」
)

が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
日
本
政
府
は
二
百
万
円
か
ら
五
百
万
円

を
事
務
所
の
設
置
費
用
と
し
て
援
助
し
、
以
降
も
連
絡
員
の
給
与
や

事
務
所
の
維
持
費
は
通
産
省
か
ら
補
助
金
と
し
て
支
給
さ
れ
た
。
こ
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う
し
て
日
本
側
連
絡
員
の
派
遣
に
際
し
て
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
日

中
貿
易
の
主
導
権
確
立
を
重
視
す
る
通
産
省
の
主
張
が
採
用
さ
れ
た
。

L
T
貿
易
に
よ
る
連
絡
員
の
交
換
に
台
湾
政
府
が
反
発
し
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
慎
重
で
あ
っ
た
外
務
省
の
姿
勢
も

大
き
く
変
化
し
た
。
一
九
六
五
年
一
一
月
、
中
国
課
は
外
務
省
か
ら

の
連
絡
員
派
遣
を
再
び
主
張
し
、
そ
の
利
点
と
し
て
「
フ
ァ
ー
ス
ト

ハ
ン
ド
の
実
情
把
寵
の
ソ

l
ス
」
と
「
重
要
な
意
志
疎
通
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
が
得
ら
れ
、
こ
れ
が
「
左
翼
」
や
「
中
共
ロ
ビ
!
」
に
対
す

る
「
有
力
な
力
」
と
な
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で
中
国
諜
は
、

こ
れ
が
対
中
政
策
に
お
け
る
外
務
省
の
「
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
を
確
立
」

(
出
)

す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
契
機
に
な
る
と
結
論
手
つ
け
た
。
こ
の
中
国
課

(部〕

案
は
、
二
一
月
下
旬
に
は
外
務
省
幹
部
会
で
了
承
さ
れ
、
最
初
の
外

務
省
出
身
の
連
絡
員
に
は
田
熊
利
忠
が
選
ば
れ
た
。
田
熊
利
忠
は
一

度
外
務
省
を
退
職
す
る
が
、
一
年
か
ら
二
年
の
任
期
満
了
後
は
外
務

〈前〉

省
へ
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
六
年
六
月
、
田
熊
利

忠
は
北
京
へ
と
赴
任
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
、

L
T
貿
易
に
よ
る
連
絡
員
交
換
を
と

お
し
て
、
米
国
や
台
湾
か
ら
の
反
発
を
慎
重
に
避
け
っ
て
対
中
政

策
に
関
す
る
「
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
を
確
立
」
す
る
た
め
に
、
中
国
に

関
す
る
有
力
な
情
報
源
と
中
国
政
府
と
の
有
効
な
交
渉
ル
!
ト
の
獲

得
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
章

し
T
貿
易
と
文
化
大
革
命

ー
し

T
貿
易
の
衰
退
と
覚
書
貿
易
へ
の
移
行

一
九
六
三
年
一

O
月
の
層
鴻
慶
事
件
以
降
悪
化
し
た
日
台
関
係
を

修
復
す
べ
く
、
池
田
内
閣
は
一
九
六
四
年
五
月
に
吉
田
元
首
相
を
通

じ
て
張
群
中
華
民
国
総
統
府
秘
書
長
に
書
簡
を
発
す
る
。
こ
の
い
わ

ゆ
る
第
二
次
吉
田
書
簡
は
、

L
T
第
二
年
度
貿
易
計
画
で
予
定
さ
れ

て
い
た
ニ
チ
ボ
ー
に
よ
る
ビ
ニ
ロ
ン

0

フ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輪
出
に

一
九
六
四
年
度
中
は
政
府
資
金
を
使
用
さ
せ
な
い
、
と
い
う
暖
昧

(開〉

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

L
T
貿
易
に
よ
る
連
絡
員
の
交
換
に

は
柔
軟
で
あ
っ
た
台
湾
も
輸
銀
融
資
に
よ
る
対
中
延
払
輪
出
に
対
し

て
は
強
硬
で
あ
っ
た
。
八
月
二

O
目
、
来
日
し
た
張
秘
書
長
は
池
田

首
相
か
ら
ニ
チ
ボ

1
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
に

(
朗
)

「
政
府
の
金
」
は
使
わ
せ
な
い
と
の
言
質
を
得
た
。
ま
た
、
米
国
政

府
も
ニ
チ
ボ
ー
に
よ
る
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
に
輸

銀
融
資
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
ぃ
自
慰
す
る
よ
う
日
本
政
府

(
叩
)

に
希
望
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
一
月
九
日
に
成
立
し
た
佐
藤
栄
作
内

留
は
、
翌
一
九
六
五
年
一
月
一
二
日
に
輸
銀
融
資
を
認
め
な
い
こ
と

を
条
件
に
ニ
チ
ボ

1
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
を
許

可
し
た
。

一
九
六
五
年
一
月
二
五
臼
に
訪
中
し
た
同
時
嘉
平
太
は
、
輸
銀
融

資
が
な
く
と
も
契
約
実
行
に
支
障
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
中
国
側
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は
吉
田
書
簡
が
原
国
で
輪
銀
融
資
が
利
用
で
き
な
け
れ
ば
「
日
中
貿

(
叩
)

易
に
台
湾
の
介
入
」
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。

結
問
、
五
月
七
日
に
ニ
チ
ボ

i
・
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
契
約

は
失
効
す
る
。
五
月
九
日
、
松
村
謙
三
と
会
談
し
た
孫
東
京
事
務
所

代
表
は
「
吉
田
書
簡
の
効
力
は
昨
年
限
り
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
佐

藤
首
相
は
本
年
も
及
ぶ
と
し
最
後
ま
で
輸
銀
を
使
わ
せ
な
い
吐
で
あ

る
。
こ
れ
は
佐
藤
首
相
の
独
断
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
あ
る
」
と
述

(
悶
)

べ
た
。
第
二
次
吉
田
書
簡
の
有
効
期
間
は
一
九
六
四
年
度
限
り
と
考

え
て
い
た
中
国
側
は
、
佐
藤
首
相
が
中
国
へ
の
敵
視
政
策
と
し
て
第

二
次
吉
田
書
簡
の
有
効
期
間
を
延
長
し
た
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
前
に
、
外
務
省
と
通
産
省
は

L
T
貿
易
の
弱
体

化
を
危
慎
し
た
。
一
九
六
五
年
八
月
二
ニ
目
、
来
日
し
た
沈
昌
燦
中

華
民
国
外
交
部
長
に
椎
名
悦
一
一
一
郎
外
相
は
「
一
部
の
左
翼
の
連
中
」

に
よ
る
日
中
貿
易
の
独
占
を
防
ぐ
た
め
に
輸
銀
融
資
に
よ
る
対
中
延

払
輸
出
の
再
開
を
打
診
す
る
が
、
沈
外
交
部
長
は
こ
れ
に
強
く
反
対

(
町
)

し
た
。
外
務
省
内
で
検
討
は
続
け
ら
れ
た
が
、
一
九
七
二
年
七
月
の

田
中
角
栄
内
閣
発
足
ま
で
、
輸
銀
融
資
に
よ
る
対
中
輸
出
の
再
開
は

さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
六
五
年
九
月
、
当
初
日
本
側
は

L
T
第
四
年
度
貿
易
計
画
の

交
渉
に
お
い
て
、
前
年
度
よ
り
一
一

O
%
i三
O
%
の
増
加
を
期
待
し

て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
側
が
政
経
分
離
政
策
を
続
け
て
も
L
T
貿

易
は
増
大
す
る
と
い
う
口
実
を
佐
藤
内
閣
に
与
え
る
と
主
張
し
た
た

k 
対中鼠貿易額 対中国貿易に占めるしT 覚書の比率

輸 出 輸 入 計

[通関ベース)I L T 覚書 (j車問ベ ス)I L T・覚書 (述調ベース)I L T・覚書 輸出輸入 計

(契約ベースII I (契約ベス)1 I(契約ベス)
(%) I (%) (%) 

1 9 6 3 62 6 1 7 5 25 1 37 86 百8 34 6 3 

1 9 6 4 1 5 3 74 1 58 40 3 1 0 1 1 5 4 9 2 6 3 7 

1 9 6 5 245 87 2 2 5 84 4 7 0 1 7 1 3 6 3 7 3 6 

1 9 6 6 31 5 1 00 306 1 05 6 2 1 205 3 2 34 33 

1 9 6 7 288 68 2 6 9 84 558 1 52 2 3 3 6 2 7 

1968 3 2 5 6 3 224 5 1 550 1 1 4 1 9 2 3 21 

1 9 6 9 3 9 1 42 2 3 5 21 625 6 3 11 9 11 

1 9 7 0 5 6 9 50 254 26 823 7 6 9 1 0 9 

1 9 71 578 54 3 23 3 1 9 0 1 85 9 10 9 

1972 6 0 9 6 7 4 9 1 32 1 100 9 9 11 7 日

単位:100万ドル

注 1963年の輸出額にはプラント契約分約 2000万ドノレが含まれている(臼中経済協会編 ra中

覚書の 11 年~ (日中経済協会、 1975年 4月、 204頁)を参考)。
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(
田
)

め
、
結
局
は
小
幅
な
増
加
に
止
ま
っ
た
。
図
表
こ
の
よ
う
に
、

貿
易
の
契
約
額
は
一
九
六
六
年
度
を
境
に
頭
打
ち
と
な
り
、
以
降
は

減
少
傾
向
と
な
る
。
そ
の
後
も
友
好
貿
易
を
含
め
た
日
中
貿
易
の
全

体
量
は
拡
大
し
た
た
め
、

L
T
貿
易
が
日
中
貿
易
全
体
に
占
め
る
割

合
は
急
速
に
低
下
す
る
。

一
九
六
七
年
一
二
月
二
二
日
に

L
T
貿
易
の
五
年
間
の
期
限
が
終

了
す
る
の
を
目
前
に
し
て
、
日
本
捌
L
T
貿
易
関
係
者
は
中
国
側
に

協
定
の
継
続
交
渉
の
開
始
を
再
三
申
し
入
れ
た
が
、
回
答
は
な
か
な

か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
一
九
六
八
年
二
月
一
日
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
関
崎
嘉
平
太
、
古
井
喜
実
、
田
川
誠
一
ら
が
協
定
の
継
続
交
渉

の
た
め
に
訪
中
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
文
化
大
草
命
下
の
中

国
で
は
、
一
彦
承
志
を
は
じ
め
と
す
る
対
日
政
策
責
任
者
は
厳
し
い
批

判
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
日
本
割
に
強
硬
な
態
度
で
読
ま
ざ
る
を
え
な

(
四
)

か
っ
た
。
一
ヶ
月
以
上
に
及
ぶ
交
渉
の
大
半
は
政
治
開
題
の
交
渉
に

費
や
さ
れ
、
臼
本
側
の
強
い
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
月
六
日
に

調
印
さ
れ
た
会
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、
政
治
一
ニ
原
剤
と
政
経
不
可
分

(
叩
)

の
原
則
に
日
本
側
は
「
深
い
理
解
」
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
協
定
期
間
も
一
年
と
さ
れ
た
た
め
、
「
い
つ
で
も
日
本
側
に
圧
力

な
い
し
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
状
態
と
な
っ
た
。
ま

た
、
文
化
大
革
命
下
の
中
国
で
は
、
一
彦
承
志

(
L
)
と
高
碕
達
之
助

(
T
)
と
い
っ
た
個
人
名
を
機
関
の
名
称
と
し
て
は
使
え
な
い
た
め
、

一
覚
書
貿
易
」
に
名
称
が
改
め
ら
れ
た
c

L
T
 

一
九
七

O
年
三
月
の
一
九
七

0
年
度
の
継
続
交
渉
に
な
る
と
、
佐

藤
首
相
が
日
本
箪
国
主
義
を
復
活
さ
せ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
中
国
側

の
見
解
に
日
本
側
が
同
意
し
た
、
と
い
う
趣
旨
の
文
言
を
会
談
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
に
入
れ
る
こ
と
を
中
国
側
は
要
求
す
る
。
臼
本
側
代
表
団
は
覚

書
貿
易
の
継
続
の
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
こ
の
中
国
側
の
要
求
を
受

へ
胞
)

け
入
れ
た
。
し
か
し
、
日
中
両
国
が
冨
交
正
常
化
を
果
た
し
て
覚
書

貿
易
が
終
了
す
る
一
九
七
一
一
一
年
一
一
月
ま
で
、
外
務
省
や
通
産
省
は

北
京
事
務
所
へ
関
係
者
を
連
絡
員
と
し
て
派
遣
し
続
け
て
い
る
。
経

済
的
な
影
響
力
を
失
い
、
政
治
的
に
も
友
好
貿
易
と
大
差
が
な
く
な
っ

た
覚
書
貿
易
を
な
ぜ
臼
本
政
府
は
継
続
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に

つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

のノ
μ

第
五
章

一
九
五
八
年
八
月
以
降
に
お
け
る
中
国
側
の
対
日

政
策
l
巧
み
な
野
党
勢
力
の
操
作

一
九
五

0
年
代
後
期
や
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
中
国
側
の
対
日

政
策
は
主
張
は
強
硬
で
は
あ
っ
て
も
、
野
党
勢
力
を
利
用
す
る
手
法

に
は
、
常
に
日
本
国
内
の
政
治
情
勢
に
応
じ
る
柔
軟
性
が
見
ら
れ
た
。

中
国
側
の
対
日
政
策
は
、
友
好
貿
易
を
と
お
し
て
日
本
の
財
界
人

を
反
米
愛
国
闘
争
に
参
加
さ
せ
つ
つ
、

L
T
翼
易
に
よ
っ
て
社
会
主

~
叫
)

義
建
設
に
必
要
な
物
資
、
設
備
や
技
術
を
入
手
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

O

L
T
貿
易
が
発
足
し
た
直
後
の
一
九
六
二
年
一
二
月
二
七
日
、
中
国

側
は
臼
中
貿
易
促
進
会
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
、
日
本
国
際
貿



易
促
進
協
会
関
西
支
部
と
の
間
に
、
政
治
三
原
知
と
貿
易
三
原
則
を

遵
守
し
米
帝
国
主
義
と
の
闘
争
を
約
す
る
新
た
な
議
定
書
を
締
結
し

(
附
)た

。
ま
た
、
日
本
共
産
党
や
左
翼
勢
力
と
繋
が
り
の
深
い
商
社
に
利

(
桁
)

益
率
の
高
い
輸
出
品
を
独
占
的
に
取
り
扱
わ
せ
、
資
金
援
助
と
し
た
。

当
初
、

L
T
貿
易
に
よ
っ
て
松
村
謙
二
て
り
は
友
好
貿
易
制
度
を
「
骨

(蜘〕

抜
き
に
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
中
国
側
は

L
T
貿
易
を
進
め
つ
つ
、
一
方
で
野
党
勢
力
と
の
繋
が
り
が
深
く
、

日
本
政
府
に
政
治
的
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
利
用
で
き
る
友
好
貿
易

(
削
〉

を
強
化
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

他
方
、
一
九
五
八
年
五
月
の
日
中
貿
易
の
中
断
以
降
、
日
本
経
済

は
対
米
依
存
を
続
け
た
ま
ま
で
も
順
謂
に
成
長
を
続
け
、
中
国
と
の

長
期
的
経
済
提
携
に
よ
る
白
本
経
済
の
自
立
と
い
う
社
会
党
の
主
張

は
求
心
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
社
会
党
が
第
二
次
訪
中
屈
を
派
遣
す

る
一
九
五
九
年
三
月
は
参
議
院
選
挙
や
東
京
、
大
阪
、
北
海
道
の
知

事
選
挙
を
控
え
て
お
り
、
社
会
党
は
早
期
に
臼
中
貿
易
を
再
開
さ
せ

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
訪
中
団
は
、
現
段
階
で
日
中
貿

易
を
再
開
す
る
こ
と
は
岸
内
閣
へ
の
援
助
で
あ
る
、
と
い
う
中
国
側

の
強
硬
な
主
張
に
行
き
当
た
る
。
一
二
月
一
二
日
の
「
米
帝
国
主
義
は

日
中
人
民
の
共
同
の
敵
」
と
の
演
説
は
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
日
、
陳
毅
副
首
相
は
ア
ン
ト
ン
ヌ
オ
フ
・
ソ

連
大
使
館
参
事
宮
に
「
社
会
党
の
中
間
的
右
派
分
子
が
左
を
向
」
き
、

「
社
会
党
の
方
針
を
正
し
く
す
る
こ
と
を
勝
ち
取
っ
た
」
と
語
っ
た
。

一
方
、
曽
祢
益
社
会
党
国
民
運
動
委
員
長
は
、
米
国
大
薮
・
神
戸
総

領
事
舘
員
に
こ
の
浅
沼
発
一
一
一
一
口
は
、
浅
沼
稲
次
郎
の
独
断
に
よ
る
も
の

だ
と
弁
明
し
た
。

し
か
し
、
「
米
帝
国
主
義
は
日
中
人
民
の
共
同
の
敵
」
と
の
演
説

は
、
浅
沼
稲
次
部
の
死
後
も
社
会
党
内
の
左
派
に
大
き
な
影
響
力
を

持
ち
続
け
た
。
一
九
六
一
年
四
月
に
関
か
れ
た
社
会
党
中
国
問
題
特

別
委
員
会
で
は
、
柔
軟
路
線
を
主
張
す
る
主
流
派
と
、
浅
沼
発
一
一
一
一
口
の

再
確
認
を
主
張
す
る
穂
積
七
郎
、
岡
田
春
男
、
黒
田
寿
男
な
ど
の
左

派
は
激
し
く
対
立
し
、
党
内
の
意
見
統
一
を
見
な
い
ま
ま
、
一
九
六

二
年
一
月
に
第
三
次
社
会
党
訪
中
使
節
屈
は
出
発
し
た
。
鈴
木
茂
三

郎
団
長
は
当
初
、
保
守
勢
力
の
逆
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
と
し
て
、
浅

福
稲
次
郎
の
発
言
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
入
れ
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
側
が
浅
沼
発
一
一
一
一
口
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
入
れ
る

よ
う
強
硬
に
要
求
す
る
と
、
同
行
し
て
い
た
細
迫
兼
光
衆
議
院
議
員

は
鈴
木
茂
三
部
の
許
可
を
得
ず
に
「
浅
沼
発
言
は
今
も
依
然
と
し
て

正
し
い
」
と
発
言
し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
一
月
一
三
日
に
発
表

さ
れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
浅
沼
発
言
が
そ
の
ま
ま
盛
り
込
ま
れ
、

以
降
「
浅
沼
精
神
」
と
し
て
中
国
と
社
会
党
の
交
流
の
基
礎
と
な
っ

た。
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社
会
党
左
派
に
よ
る
臼
中
交
流
は
、
一
九
六

0
年
代
を
通
じ
て
活

発
に
続
き
、
ま
た
中
国
側
も
こ
れ
を
厚
遇
し
た
た
め
、
重
要
な
情
報

が
こ
の
ル

l
ト
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
も
た
冒
り
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ



一
九
六
匝
年
四
月
に
訪
中
し
た
松
村
謙
一
一
一
と
間
年
七
月

に
訪
中
し
た
社
会
党
親
中
派
の
佐
々
木
更
三
に
対
す
る
中
国
鶴
の
対

応
を
比
較
し
て
み
た
い
。
一
九
六
四
年
四
月
に
訪
中
し
た
松
村
謙
三

は
毛
沢
東
と
の
面
会
を
強
く
希
望
し
た
が
、
次
の
自
に
毛
沢
東
は
旅

行
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
断
ら
れ
た
。
一
方
、
同
年
七

月
に
訪
中
し
た
佐
々
木
更
三
は
、
一
彦
承
志
か
ら
「
も
っ
と
上
級
の
者

が
会
う
と
い
っ
て
い
る
」
の
で
滞
在
を
延
長
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た

が
、
佐
々
木
更
三
は
自
己
の
都
合
に
よ
り
こ
れ
を
断
っ
た
。
す
る
と

中
国
側
は
毛
沢
東
の
予
定
を
変
更
し
て
、
佐
々
木
更
三
と
面
会
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
面
会
は
、
北
方
領
土
の
返
還
を
中
国
が
支
持
し

て
い
る
と
い
っ
た
中
ソ
対
立
の
深
刻
さ
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
を

日
本
政
府
に
も
た
う
り
し
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
末

に
L
T
貿
易
関
係
者
は
中
国
側
に
協
定
の
継
続
交
渉
の
開
始
を
再
三

申
し
入
れ
た
が
自
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
一
九
六
八

年
一
月
一
八
日
、
中
国
側
が

L
T
貿
易
の
継
続
交
渉
に
~
応
じ
る
と
い

う
屑
首
相
か
ら
の
伝
言
が
、
た
ま
た
ま
訪
中
し
て
い
た
社
会
党
代
議

士
の
石
野
久
男
と
枝
村
要
作
に
よ
っ
て
香
港
総
領
事
館
に
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
面
会
し
た
香
港
総
領
事
館
員
に
対
し
石
野
久
男
は

中
国
側
の
態
度
は
「
予
想
以
上
に
き
び
し
い
」
と
繰
り
返
し
述
べ
た

た
め
、
一
月
二
一
一
一
日
に

L
T
貿
易
関
係
者
は
第
二
次
吉
田
書
簡
の
破

棄
を
要
求
す
る
声
明
を
日
中
総
合
貿
易
連
絡
協
議
会
の
名
前
で
発
表

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
。
ま
ず
、

一
九
五
八
年
以
降
、
確
か
に
社
会
党
に
よ
る
日
中
交
流
は
日
本
政

府
の
対
中
政
策
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
が
、
そ
こ

に
社
会
党
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
六
四
年
一

O
月
に
派
遣
さ
れ
た
第
四
次
社
会
党
訪
中
使
節
団
に

対
し
、
中
国
側
は
中
ソ
論
争
や
中
国
の
核
武
装
に
つ
い
て
、
中
国
側

の
立
場
に
同
意
す
る
よ
う
強
く
迫
っ
た
。
石
橋
正
嗣
外
交
委
員
会
事

務
局
長
は
こ
の
よ
う
な
中
国
と
の
交
流
は
「
一
方
通
行
」
で
あ
り
、

(
附
〉

両
者
の
聞
に
「
す
き
ま
風
」
が
吹
い
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九

六
六
年
一
二
月
に
日
中
共
産
党
の
関
係
が
決
裂
す
る
と
、
社
会
党
と
中

国
と
の
関
係
は
一
層
冷
え
込
む
。
社
会
党
は
文
化
大
箪
命
の
評
価
、

日
中
共
産
党
が
対
立
す
る
中
で
日
本
共
産
党
と
の
部
分
共
闘
を
継
続

す
る
こ
と
の
是
非
、
中
ソ
対
立
の
中
で
採
る
べ
き
立
場
と
い
っ
た
閉

(
印
)

題
に
つ
い
て
党
内
の
意
見
を
集
約
で
き
ず
、
党
と
し
て
の
代
表
団
を

六
年
間
も
派
遣
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
六
六
年
一

O
月
に
は
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
く
友
好
貿
易

の
中
心
で
あ
っ
た
日
中
貿
易
促
進
会
は
消
滅
し
、
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら

日
中
友
好
協
会
ち
内
紛
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
日
中
貿
易
の
主
導
権
が
日
本
政
府
に
移
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
一
九
六
七
年
一
一
一
月
一
七
日
、
文
化
大
革
命
を
賛
美
し
、
米
帝
国

主
義
、
日
本
反
動
派
、
ソ
連
現
代
修
正
主
義
、
日
共
修
正
主
義
と
は

「
断
固
と
し
て
徹
底
的
に
関
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
共
同
声
明

を
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
と
の
間
に
締
結
す
る
こ
と
で
中
国
側
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は
友
好
貿
易
を
再
編
す
る
。
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
は
商
社
の
団

体
で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
営
利
を
重
視
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
に
一
九
五
八
年
八
月
以
降
に
お
け
る
中
国
側
の
対
日
政

策
は
、
主
張
は
強
硬
で
あ
っ
て
も
そ
の
手
法
は
柔
軟
で
、
絶
え
間
な

く
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け
続
け
た
。
そ
の
た
め
、

L
T
貿
易
と
い

う
官
製
の
日
中
「
民
間
」
貿
易
協
定
を
介
し
て
日
中
交
流
を
規
律
統

制
す
る
、
と
い
う
日
本
政
府
の
自
的
は
達
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

結

論

一
九
五
八
年
六
月
以
降
、
中
国
政
府
は
日
本
国
内
の
野
党
勢
力
を

利
用
す
る
新
た
な
対
日
政
策
を
採
用
し
た
。
日
本
政
府
は
野
党
勢
力

が
も
た
ら
す
情
報
に
撹
乱
さ
れ
、
日
中
貿
易
は
政
治
問
題
と
結
び
つ

け
ら
れ
た
上
、
日
中
貿
易
の
利
益
は
野
党
勢
力
の
資
金
源
と
な
っ
た
。

日
本
政
府
が
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
に
は
、
日
中
貿
易
へ
の
直

接
的
な
介
入
を
強
め
、
中
国
政
府
に
対
す
る
葺
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
進
め
て
情
報
を
収
集
し
、
交
渉
に
お
い
て
は
自
己
の
立
場
を
有
効

に
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
臼
本
政
府
が
日
中
政
府
間
貿

易
協
定
の
締
結
な
ど
の
明
白
な
直
接
接
触
を
進
め
れ
ば
、
米
台
両
政

府
か
ら
の
強
力
な
反
発
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
日
本

政
府
は

L
T
貿
易
を
介
し
て
、
米
台
両
政
府
と
の
摩
擦
を
避
け
な
が

ら
日
中
貿
易
を
統
制
し
、
政
府
関
係
者
を
連
絡
員
と
し
て
中
国
に
派

遣
す
る
こ
と
で
、
中
国
政
府
の
動
向
に
関
す
る
情
報
源
や
中
国
政
府

と
の
交
渉
ル
!
ト
の
獲
得
を
試
み
た
。
つ
ま
り
日
本
政
府
に
よ
る
中

国
政
府
に
対
す
る
霞
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
法
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ

れ
、
そ
の
後
外
務
省
と
通
産
省
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
っ
た

L
T

貿
易
の
実
態
は
、
ま
さ
に
「
民
間
」
を
装
っ
た
官
製
貿
易
協
定
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
米
台
両
政
府
か
ら
の
反
発
は
予
想
以
上
に

強
く
、

L
T貿
易
は
日
本
政
府
が
意
図
し
た
よ
う
に
は
発
展
し
な
か
っ

た
。
ま
た
中
国
政
府
の
日
本
国
内
の
野
党
を
利
用
し
た
対
日
戦
術
は

非
常
に
巧
み
で
、
日
本
政
府
に
絶
え
間
な
く
圧
力
を
加
え
続
け
た
の

で
あ
る
。
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日
中
国
交
正
常
化
以
前
の
日
本
政
府
は
政
経
分
離
や
中
華
人
民
共

和
国
不
承
認
を
掲
げ
、
日
中
交
流
に
表
向
き
関
与
し
な
い
と
し
て
い

た
が
、
実
際
に
は

L
T
貿
易
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
国
政
府
に

対
す
る
直
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
模
索
し
続
け
て
い
た
。
つ
ま
り

中
国
政
府
と
の
簡
に
政
府
間
の
関
係
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
つ
つ
も
、
米
台
両
政
府
と
の
関
係
上
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
所
に
、
戦
後
日
本
政
府
の
置
か
れ
た
厳
し
い
国
際
環
境
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。

L
T
貿
易
が
残
し
た
複
雑
な
軌
跡
を
た
ど
る
過
程
で
見

え
て
き
た
の
は
、
米
台
と
中
国
の
間
で
板
挟
み
に
な
り
な
が
ら
、
こ

の
情
況
を
何
と
か
打
崩
し
よ
う
と
苦
悩
す
る
日
本
政
府
の
姿
で
あ
っ

た。



註(
1
)
 
本
稿
は
中
華
人
民
共
和
国
を
「
中
国
」
、
中
華
民
国
を
「
台
湾
」

ま
た
は
「
中
華
民
国
」
と
表
記
す
る
。

(
2
)
 
別
枝
行
夫
「
戦
後
日
中
関
係
と
非
正
式
接
触
者
!
日
本
外
交
の
非

足
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

i
」
(
「
国
際
政
治
』
七
五
号
、
日
本
国
際
政
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一
九
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O
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)
。
李
恩
民
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日
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経
済
外
交
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九
四
五
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九
七
二
|
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(
人
民
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版
社
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一
九
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年
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o

波

(
3
)
 

多
配
封
勝
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清
水
麗
『
友
好
の
架
け
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夢
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i
日
中
議
速
に
よ
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国
交
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の
軌
跡
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(
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陽
書
房
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二

O
O四
年
)

0

程
永
明
・
γ
G
茸
(
{
玉
「
中
日
経
質
関
係
六
十
年
(
一
九
四
五
|
二

O

O
五
)
』
(
天
津
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二

O
O六
年
)

0

土
口
川
万
太
郎
「
日
中
戦
後
関
係
史
』
(
願
書
一
房
、
一
九
八
一
年
)
。

緒
方
貞
子
著
・
添
谷
芳
秀
訳
『
戦
後
日
中
・
米
中
関
係
』
(
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
)
。
添
谷
芳
秀
『
日
本
外
交
と
中
国
|

一
九
四
五

1
一
九
七
二
1

』
(
慶
応
通
信
、
一
九
九
五
年
)
。
段
燕

軍
「
一
九
六

0
年
代
に
お
け
る
日
中
関
係
の
特
徴
池
田
内
隠
か

ら
佐
藤
内
閣
へ
」
(
『
関
東
学
院
大
学
経
済
経
営
研
究
所
年
報
』

二
六
号
、
関
東
学
院
大
学
経
済
経
営
研
究
所
、
二

O
O四
年
三
月
)
。

(
4
)
 

。F問中
川

H
E
r
s場
~
入
山
、
み
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、
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札
円
三
円
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0
5
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u
N
Z
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色
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t
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切
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江
H
H
M
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2

田
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戸
円
九
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ロ
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目
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口
一
1
門

町

司

弘

O
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出
]
山
O
H
)
}ロ
ロ
由

C
E〈
司

E
Hけ
可
℃
「
由
由
由
w

包
4
E
)

・
越
全
勝
著
、
社
進
・
栃
内
精
子
訳
『
日
中
関
係
と
日
本

の
政
治
』
(
山
石
波
書
応
、

一
九
九
九
年
)
。

(
5
)
 
陳
肇
斌
『
戦
後
日
本
の
中
国
政
策
i
一
九
五

0
年
代
東
ア
シ
ア
国

際
政
治
の
文
脈
i
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0
0年
)
。
清
水

一
一
能
「
「
第
二
次
吉
田
室
閉
鎖
(
一
九
六
四
年
)
」
会
め
ぐ
る
日
中
台
関

係
の
展
開
」
(
『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
筑
波
大
学
地
域
研
究
研
究

科
、
二

O
O
一
年
一

O
月
)
。
池
田
直
隆
『
日
米
関
係
と
「
ニ
つ

の
中
国
」

1

池
田
・
佐
藤
・
田
中
内
閣
期
i
』
(
木
鐸
社
、
ニ

O

。
四
年
三
井
上
正
也
「
国
連
中
国
代
表
権
問
題
と
池
田
外
交
i

国
府
「
分
断
悶
定
化
」
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
五
七

1
一
九
六

回
」
(
『
神
一
戸
法
学
雑
誌
立
五
七
(
一
)
、
神
戸
法
学
会
、
二

O
O

七
年
六
月
三
神
倒
壊
一
隆
「
池
凶
政
権
の
対
中
穣
極
政
策
|
「
自

由
陣
営
の
一
員
」
と
「
国
連
」
」
(
吋
国
際
政
治
』
一
五
二
号
、

日
本
国
際
政
治
学
会
、
二

O
O八
年
三
月
)
。
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(
8
)
 
悦
志
敏
「
池
間
内
隠
に
お
け
る
中

5
関
係
と
大
平
正
芳
」
(
『
龍
谷

大
学
経
済
学
論
集
』
四
四
(
五
)
・
四
五
合
己
・
四
五
(
一
二
)
、

議
谷
大
学
経
済
学
会
、
二

O
O五
年
三
月

1
一
二
月
三
井
上
正

也
「
日
中
L
T
貿
易
の
成
立
と
池
田
政
権
一
九
六

O

一
九
六

一
一
」
(
『
六
甲
台
論
集
i
法
学
政
治
学
篇
|
』
五
三
(
一
)
、
神

戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
会
、
二

O
O六
年
七
月
)

0

鹿
雪
祭

つ
古
井
寿
美
と
一
九
六
八
年
の
日
中
L
T
貿
易
交
渉
」
(
『
史
林
』

九
一
(
五
)
、
史
学
研
究
会
、
二

O
O八
年
九
月
)
。

一
九
五
六
年
四
月
、
日
中
貿
易
促
進
会
が
派
遣
し
た
柳
瀬
徹
也
燈

(
7
)
 



貿
易
社
長
は
、
中
国
側
に
第
閥
次
B
中
貿
易
協
定
の
交
渉
に
日
中

(
8
)
 

輸
出
入
組
合
を
加
え
る
よ
う
主
張
し
た
(
「
楊
浩
底
局
長
和
日
本

柳
瀬
徹
也
談
話
要
点
摘
録
」
(
檎
号
一

O
五

O
O七
九
三

i
o

一
、
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
稽
案
館
)
0

「
常
設
民
間
貿
易
事
務
所
に
つ
い
て
(
昭
和
三
十
二
年
九
月
十
二

日
、
大
臣
よ
り
池
田
氏
に
一
不
さ
れ
た
も
の
と
(
『
外
務
省
記
録
』

，E
.
二
.
五
.
二
.
二

i
一1
1

一
、
外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

一
九
五
八
年
五
月
二
日
、
長
締
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
て
い

た
「
中
国
切
手
、
一
製
紙
、
錦
絵
展
示
会
」
の
会
場
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
五
紅
星
旗
が
、
酪
前
し
た
日
本
人
青
年
に
よ
っ
て
引
き
下
ろ

さ
れ
た
。
青
年
は
業
務
妨
害
と
標
示
物
除
去
・
汚
辱
の
罪
で
五
百

円
の
科
料
に
処
さ
れ
た
が
、
中
国
側
は
外
国
国
章
損
壊
罪
が
適
応

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
岸
内
閣
は
中
国
を
敵
視
し
て
い

る
と
し
て
強
烈
な
日
本
政
府
批
判
を
展
開
し
た
(
横
山
宏
章
「
日

中
破
局
へ
の
道
(
一
二
)
「
五
星
紅
旗
」
掲
揚
を
め
ぐ
る
臼
台
交
渉

と
長
崎
国
旗
事
件
」
(
『
東
亜
』
四
四
回
、
霞
山
会
、
二

O
O
四
年

六
月
)

)

0

(
9
)
 

(
日
)

藤
山
外
相
「
民
間
第
四
次
日
中
貿
易
協
定
問
題
に
つ
き
中
共
側
と

後
触
の
件
」
(
一
九
五
八
年
四
月
一
一
一
呂
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E.

二
五
.
ニ
.
ニ

i
一
一
)
0

(
日
)

「
我
駐
外
使
館
人
員
与
臼
本
方
商
人
員
接
触
事
」
(
機
号
一

O
五
i

(
一
)
)
。
鳩
山
内
閣
期
、
日
本
の
在
外
公
館

0
0八
九
五

1
0

は
中
国
の
外
交
官
と
接
触
す
る
こ
と
を
厳
し
く
制
制
限
さ
れ
て
い
た

(
重
光
外
務
大
臣
発
各
国
在
外
公
館
長
宛
強
ニ
合
二
七
八
号

「
中
共
在
外
使
節
と
の
応
接
ぶ
り
に
関
す
る
件
」
(
一
九
五
六
年
一
一
一

月
六
日
、
情
報
公
開
第

O
一
五
四
四
号
)
)
。
「
情
報
公
開
第

1
」

(ロ)
と
あ
る
の
は
筆
者
の
請
求
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
る
。

藤
山
外
相
発
各
国
在
外
公
館
長
宛

(
日
)

亜
中
合
第
一

O
九
二
号
「
中

共
在
外
公
館
長
(
ロ
貝
)
と
の
接
触
に
関
す
る
件
」
(
一
九
五
八
年

八
月
一
目
、
情
報
公
開
第

O
一
五
四
四
号
)
。

「
指
示
駐
外
使
鎖
館
拒
絶
同
日
本
方
面
人
員
接
触
事
」
(
機
号
一

O

五
一
J
O八
九
九
i
一
二
(
一
)
)
。

中
国
課
「
章
工
作
の
概
要
」
(
一
九
六

O
年
二
月
二
ハ
目
、
情
報

公
開
第
O
O九
一
二
号
)
0

-126-

(
比
)

(
日
)

「
一
九
五
六
年
対
日
本
貿
易
方
案
等
」
(
橋
号
一

O
五
i
O
O七
九

四
一
一
(
一
)

)

0

(
凶
)

「
日
本
旧
軍
人
訪
中
田
中
共
視
察
報
告
」
(
一
九
五
六
年
一

O
月
二

0
8、
『
外
務
省
記
録
』
，
A
.
昭
一
.
一
.
一
五
)
。

「
我
対
中
国
、
日
本
民
間
交
流
的
方
針
」
(
猪
口
守
一

O
五
i
O
O八

九
九

O
八
(
一
)
)
。

日
中
経
済
協
会
編
当
日
中
覚
書
の
一
一
年
」
報
告
寄
付
属
資
料

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
・
声
明
・
社
説
等
』
(
日
中
経
済
協
会
、

一一
f
}

一
四
頁
)
。

(
げ
)

(
日
)

九
七

五
年
四
月
、

(
叩
)

中
央
執
行
委
員
会
「
訪
中
使
節
団
の
交
換
す
べ
き
意
見
に
関
す
る



「

方
針
」
(
一
九
五
九
年
二
月
一
六
日
、
『
鈴
木
文
庫
』
大
原
社
会
問

題
研
究
所
所
蔵
)
。

(
初
)

「
日
本
社
会
党
訪
華
代
表
団
与
我
進
行
経
済
組
会
談
記
録
」
(
檎
号

一
O
五
|
0
0六七一一一
1111110六
(
一
)

)

0

中
国
課
「
中
共
の
現
状
と
そ
の
対
外
政
策
(
三
大
使
会
議
参
考
資

料
)
」
(
一
九
五
九
年
五
月
一
一
六
日
、
情
報
公
開
第

O
一
五
九
六
号
)
。

(
幻
)

(
幻
)

可
可
O
H
H
M
切
閉
山
円
斗
日
∞
民
国
Y
人
{
}
凶
〉
∞
∞
J
門
司
吋
O
M
内
J
円
0
4
u
o
?
Z
U
N
F
〉
日
)
吋
巳

ω
g
g
'
司
O
S
H
¥
E
E
日

P
3
5官
。
忌
円
市
出
円
時
的
」
可
0
1
n
N
G
E
3

Q
z
a
S
町
、
Q
1
旬
。
印
件
、
ぬ
町
三
司
的
凶
J
g
G
也
、
ロ
ユ
匂
・
~
W
1
ι
件
2
F
H
1
G
3
N
h
3

0
h
M
円
句
、
N
N
司
的
」
0
1
H
U
C
白
門
司
Q
1
n
h
Qも
Q
P
~
u
h
匂
沼
津
〉
島
田

g

ζ
田

2
7宏
司
H
U
C
E
s
t
o
g
z
p
w
s
s

「
日
本
駐
外
使
領
館
人
員
要
求
与
我
接
触
」
(
橋
号
一

O
五

0
0

七
一
二
九
l
O一
二
(
一
)
)
。

(
お
)

(
従
)

3

6

5
寸
O
町
内
J
円
o
g
ω
巾
口

2
S
H
j
u
、
。
『
∞
仲
田
け
タ
』
戸
口
∞
N
h
r
g
山
市
Y

H
N
2
0
円
ι

(

}
吋
O
C
M
)
(
}
5
2
田
町
g
H
d
見
。
)
印
一
Y

の
由
口
々
回
目
己
申
ロ
ル
ヨ
丘
一
百
円
申

(
}
戸
市
岡
岡
市
同
時
け
由
吋
の
り
H
3
・
出
由
一
山
h
v
h
H
¥
出
E
N
品
目
少
日
ム
国
立
O
ロ
向
日
〉
H
d
n
E
〈
恒
印
戸
件

。
。
ロ
由
m
叫
由
℃
問
吋
}
♂
玄
白
司
三
田
口
(
y
d
∞
(
宮
可
申
同
コ
号
Z
〉
の
同
)
)

「
日
中
貿
易
議
連
週
報
』
第
一
七
二
号
(
日
中
貿
易
促
進
議
員
連

一
九
五
九
年
三
月
二
二
臼
)
。

(
お
)

盟、

(
お
)

「
日
本
と
中
国
』
第
二
五
七
号
(
日
中
友
好
協
会
、

七
月
二
一
日
)
。

一
九
五
九
年

(
幻
)

「
国
際
貿
易
』
第
一
七
九
号
(
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
、

九

(
お
)

六
O
年
五
月
一
五
・
ニ
五
日
)

0

「
関
子
日
本
前
首
相
、
前
陸
軍
大
将
東
久
遡
稔
彦
訪
禁
事
」
(
捲
号

一
O
五

O
一
O
一一二

1$01110一
ニ
(
一
)
)
。

(
鈎
)

中
国
課
「
中
共
情
報
二
五

O
O五
号

(
初
)

日
中
貿
易
に
関
す
る
周
談

話
に
つ
い
て
」
(
一
九
六

O
年
九
月
一
七
日
、
情
報
公
開
第
0
0

七
六
四
号
)
。

前
渇
『
友
好
の
架
け
橋
を
夢
見
て
!
日
中
議
速
に
よ
る
国
交
正
常

化
へ
の
軌
跡
』
(
一
六

0
1
一
六
六
頁
)
。
大
和
田
祐
次
『
日
中

輸
出
入
組
合
の
設
立
か
ら
解
散
ま
で
の
一
三
年
間
』
(
日
中
輸
出

入
組
合
、
一
九
六
八
年
一
二
月
、
一
一

i
一
三
頁
)

0

中
国
課
「
対
中
共
策
(
案
)
」
(
一
九
六
一
年
一
月
八
日
、
『
外
務

省
記
録
』
，
A
.

一
.
ニ
.
一
.
八
第
四
巻
)
。

外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
北
米
課
長
「
池
田
総
理
訪
米
八
回
打
合
せ
要

旨
」
(
一
九
六
一
年
六
月
一
日
、
吋
外
務
省
記
録
』
，
A
.

一
.
五
.

二
.
一

O
第
一
巻
)
。
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(
出
)

(
幻
)

(
お
)

ζ
2
5
吋
間
同
三
日
出
。
向
。
。
ロ
〈
由
吋
的
問
昨
日
。
P
ま
∞
5
0
2
n
H
戸
古
田
口
沼
田
⑦
初
出
]
由

江
。
ロ
ヘ
し
戸
E
N
H
・

5
2唱
、
D
1
司
N
h
ロ
~
耐
え
ぬ
円
相
0
5
0
¥
忌
司
々
と
な
門
出

足
。
円
3
~
u
s
s』
U
E
u
ロ
ロ
戸
川
し
門
同
ミ
己
1
s
s
a
b
2
p
d弓
mHt

印
『
H
E
m
g
p
ロ
・
。

:

d三
な
門
日
∞
S
け
2
0
0
3
5
5
8
仲

?ι
ロ
江
口
問

。
町
内
同
ロ
タ
同
由
也
九
日
明
日
)
同
)
・
∞
申
出
由
也
市
山
・

中
国
課
長
「
当
面
の
対
中
共
策
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
二
年
三
月

二
八
日
「
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
関
一
ぷ
文
書

(
災
)



(
写
し
と
(
以
下
「
開
示
文
書
」

)
O四
i
六
二

O
、
外
交
史
料
館

所
蔵
)
。

(
お
)

中
国
課
長
「
日
中
関
係
に
関
す
る
松
村
謙
三
氏
の
動
き
」
(
一
九

六
二
年
七
月
一
一
一

O
日
、
情
報
公
開
第
O
一
五
一
回
号
)

0

小
坂
外
相
発
朝
海
駐
米
国
大
使
宛

(
お
)

第
九
九
八
号
「
中
共
に
対
す

る
延
払
許
与
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年
五
月
一
八
日
、
吋
外
務

省
記
録
』
，
E.
二
.
五
.
二
.
一
)
。

(
幻
)

経
済
局
「
中
共
向
輸
出
に
延
払
許
与
の
件
(
経
済
閣
僚
懇
談
会
の

決
定
)
」
(
一
九
六
二
年
五
月
一
一
一
一
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.

一.

五
.
ニ
二
第
二
容
)

0

(
お
)

小
坂
外
相
発
朝
海
駐
米
国
大
使
宛
第
一

O
八
二
号
「
中
共
向
け

延
払
い
許
与
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年
五
月
一
二
一
日
、
『
外
務

省
記
録
』
，
E
.
ニ
.
五
.
二
.
一
)
。

(
鈎
)

「
松
村
謙
三
氏
と
大
平
外
相
と
の
会
談
録
」
(
一
九
六
二
年
九
月
一

一
日
、
開
示
文
書

O
四
l
五
九
八
)

0

「
要
領
(
松
村
ペ
ー
パ
ー
)
」

(
一
九
六
二
年
九
月
五
日
、
開
示
文
書
O
四
五
九
八
)
0

中
国
課
「
松
村
議
員
訪
中
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年
九
月
二

九
日
、
情
報
公
開
第
O
一
七
二
二
号
)
。

小
川
平
二
「
訪
中
報
告
室
開
」
(
一
九
六
二
年
九
月
二
六
日
、
情
報

公
開
第
O
一
七
二
二
号
)
0

(
必
)

(
M
H
)
 

(
必
)

中
国
課
長
「
松
村
訪
中
に
関
す
る
小
川
平
二
代
議
士
の
報
告
に
つ

い
て
」
(
一
九
六
二
年
九
月
二
二
日
、
情
報
公
開
第
O
一
七
二
二

口
プヶー-
J 

\司~

O 

(
必
)

通
尚
局
市
場
三
課
「
中
共
に
対
す
る
輸
出
延
払
供
与
方
針
に
つ
い

て
」
(
一
九
六
二
年
八
月
三
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.

一
一
.
五
.

二

.

二

一

二

一

l
i
t
-
-
t

一
第
一
巻
)
。

(
M
H
)
 

通
産
省
「
日
中
総
合
貿
易
推
進
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年
一

O
月
一

O
B、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.

一
.
五
.
一
一
.
ニ

i
一1
1
1
1

一一)。

(
必
)

経
済
局
「
中
共
貿
易
に
関
す
る
外
務
省
方
針
(
案
)
」
(
一
九
六
二

年一

O
月
二
目
、
『
対
外
務
省
記
録
』
，
E
.
一
一
.
五
.
二
.
二
一

一一
)
0

(
必
)

128 

「
古
同
碕
氏
訪
中
に
関
連
す
る
日
中
貿
易
問
題
に
つ
い
て
」
(
一
九
六

二
年
一

O
月
一
六
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.
二
.
五
.
二
.
二

一
二
)
。

(
幻
)

「
取
り
極
め
事
項
」

一
九
六
二
年

一
月
九
日
(
日
中
経
済
協
会

編
『
「
日
中
覚
書
の
一
一
年
」
報
告
書
付
属
資
料
|
協
定
・
取
決

め
等
』
(
日
中
経
済
協
会
、
一
九
七
五
年
四
月
、

四

頁)。

(

川

崎

)

大
原
総
一
郎
「
対
中
国
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
つ
い
て
」
(
「
世
界
』
二

一
三
号
、
宕
波
書
倍
、
一
九
六
三
年
九
月
)
。

(
必
)

経
済
局
「
関
経
済
局
長
と
岡
崎
嘉
平
太
氏
と
の
会
談
(
高
碕
氏
の

日
中
総
合
貿
易
取
極
に
関
す
る
)
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年

一
二
月
六
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二

i
一jill-950i



) 。

(
お
)

中
国
課
「
日
中
貿
易
覚
書
及
び
取
極
に
関
す
る
三
省
関
連
絡
の
件
」

(
一
九
六
二
年
一
一
月
二
七
日
、
開
示
文
書
O
四
i
五
九
九
)
。

中
国
課
「
中
共
蘭
代
表
団
の
在
日
中
の
言
動
に
関
す
る
大
久
保
任

晴
の
内
話
(
政
治
関
係
)
」
(
一
九
六
三
年
五
月
二
二
日
、
開
示
文

書
O
四
i
五
九
九
)
。

(
日
)

(
臼
)

経
済
局
東
西
通
商
課
(
以
下
「
東
西
通
商
課
」
)
「
中
共
向
延
払
輸

出
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
談
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
一
一
一
年
四
月
二

六
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二

i
一jolt--
二
i
一

第
一
巻
)
0

(
臼
)

経
済
局
「
中
共
向
延
払
許
与
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
二
年
五
月

一
五
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
二
.
二
第
二
巻
)
。

経
済
局
「
対
中
共
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
延
払
輸
出
に
つ
い
て
」

(
一
九
六
一
二
年
七
月
六
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.

一一
VIlli

一
一
一
一
一
第
一
巻
)
。

(
日
)

(
日
)

東
西
通
関
課
「
中
共
向
ヴ
ィ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
に
関
す
る

件
」
(
一
九
六
三
年
七
月
三
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.

ニ.ニ
i
一1311661
二
jil--$

一tit--
一
第
一
巻
)
。

(
お
)

東
西
通
街
諜
「
対
中
共
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
延
払
輸
出
に
つ
い

て
」
(
一
九
六
三
年
七
月
五
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.

一
.
五
.

ニ.ニ
i
一11111
…一
l

i

一j
i
l
l

一
第
一
巻
)
。

(
幻
)

経
済
問
「
対
中
共
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
延
払
輸
出
に
つ
い
て
」

(
お
)

(
一
九
六
三
年
七
月
六
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.

一一
3
1
1
1
$
0
0
7
0
0
1
3

二
i
一elit--e
一
第
一
巻
)
0

東
西
通
荷
課
長
「
中
共
向
け
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
延
払
輸
出
の

件
」
(
一
九
六
一
一
一
年
八
月
一
七
日
、
吋
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.

五
.
二
.
二
一
一
一
一
一
第
一
巻
)
。

(
ぬ
)

経
済
局
「
対
中
共
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
延
払
輸
出
に
つ
い
て
」

(
一
九
六
三
年
八
月
二

O
臼
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.

二
.
二

i
了。
j

二
i
一ete--
一
第
一
巻
)
0

一
九
六
三
年
九
月
二
五
白
、

L
T
第
二
年
度
貿
易
計
画
の
交
渉
を

終
え
た
大
久
保
任
務
高
碕
事
務
所
事
務
局
長
は
、
倉
敷
ビ
ニ
ロ
ン
・

(
的
)

プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
輸
出
は
L
T
貿
易
拡
大
の
「
関
ヶ
原
」
だ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
(
新
関
香
港
総
領
事
発
大
平
外
相
宛

香
港
第

一
二
五
三
号
「
L
T
貿
易
第
二
年
度
交
渉
の
帰
途
当
地
に
立
寄
っ

た
大
久
保
任
晴
の
内
話
に
関
し
報
告
の
件
」
(
一
九
六
三
年
一

O

月
九
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E.
二
.
五
.
…
一
.
一
一
一
slit-

二

一
第
二
巻
)

)

0

(
臼
)

「
ヒ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
共
延
払
輸
出
に
関
す
る
在
京
張

中
華
民
国
大
使
と
大
平
大
臣
と
の
会
談
要
旨
」
(
一
九
六
三
年
八

月
二
二
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.
二
.
五
.
二
.
一
一
一
二

一
i
一
第
二
巻
)
。

(
位
)

経
済
局
米
毘
カ
ナ
ダ
課
「
中
共
向
け
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
輸
出
の

件
」
(
一
九
六
三
年
九
月
九
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.
一
一
.
五
.



(
邸
)

一
.
二
一

i
一
一
一
一
第
二
巻
)
。

一
九
六
三
年
一

O
月
七
日
、
来
日
中
の
中
国
油
圧
機
器
代
表
団
の

通
訳
周
鴻
慶
が
、
ソ
連
大
使
館
に
亡
命
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

臼
本
側
に
身
柄
を
引
き
渡
さ
れ
た
周
鴻
慶
は
、
入
国
管
理
局
の
取

り
諮
べ
中
に
一
日
一
は
台
湾
へ
の
亡
命
を
希
望
し
た
後
、
一
転
し
て

中
国
へ
の
送
還
を
要
求
し
た
。
一
度
台
湾
へ
の
亡
命
を
希
望
し
た

こ
と
を
理
由
に
、
台
湾
政
府
は
周
鴻
慶
の
引
き
渡
し
を
強
硬
に
要

求
す
る
が
、
法
律
上
日
本
政
府
は
周
鴻
慶
を
中
国
に
送
還
す
る
外

な
か
っ
た
(
大
平
外
相
発
木
村
駐
中
華
民
国
大
使
宛
第
三
五
八

号
「
周
鴻
慶
一
事
件
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
一
…
一
年
一

O
月
二
五
日
、

「
外
務
省
記
録
』
，
A
.

四
.
0
.
0
.
七
i
一
一
一
第
一
巻
)

)

0

(
制
)

第
三
七
七
号
「
厨
鴻
慶

一
事
件
に
関
し
木
村
大
使
一
時
帰
国
方
粟
請
の
件
」
(
一
九
六
三
年

一
一
月
四
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
A
.
四
.
0
.
0
七
!
二
第

一巻)。

木
村
駐
中
華
民
国
大
使
発
大
平
外
相
宛

(
防
)

木
村
駐
中
華
民
国
大
使
発
宮
沢
外
相
代
理
宛
第
二
五

O
号
「
対

中
共
向
け
ビ
ニ
ロ
ン
プ
ラ
ン
ト
輸
出
の
件
」
(
一
九
六
三
年
八
月

一二

O
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.

二
.
五
.
二
.
二
一

lil--il

一1
1
1
1
1
1
1

一
第
一
巻
)
。

(
侃
)

中
国
課
「
文
書
名
な
し
」
(
一
九
六
三
年
一
二
月
二
日
、
『
外
務
省

記
録
』
，
A
.
四
.
0
.
0
.
七
i
二
第
三
巻
)
0

中
笥
諜
「
周
鴻
慶
事
件
に
関
す
る
中
共
の
態
度
」

(
訂
)

一
九
六
四
年

月
二
一
一
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
A
.

。
0.
七
!
二
第
一
一
一

四

巻

(
伺
)

経
済
局
「
中
共
貿
易
事
務
所
問
題
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
四
年
一

月
二
二
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二
!
一
It--

二

!

二
)
。
外
務
省
「
L
-
T
貿
易
駐
在
員
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
四
年

一
一
月
一
一
六
日
、
「
外
務
省
記
録
』
，
E
.

ニ
.
五
.
二
.
二
一

一一!一一
)

0

(
印
)

通
産
省
「
日
中
間
の
貿
易
駐
在
員
常
置
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
四

年
二
月
二
八
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二
一

一
一
二
)
。

(
初
)

「
連
絡
事
務
所
の
相
互
設
置
並
び
に
代
表
の
相
互
派
遣
に
関
す
る

高
碕
事
務
所
と
慶
一
本
志
事
務
所
の
会
談
メ
モ
」
一
九
六
四
年
四
月

一
九
日
(
前
掲
当
日
中
覚
書
の
一
一
年
」
報
告
書
付
属
資
料

協
定
・
取
決
め
等
』
、
二
二
頁
)
。
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(
冗
)

経
済
局
「
L
T
貿
易
駐
在
員
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
四
年
四
月

二
四
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.

二
.
五
.
二
.
二

llI-
一
jill-二
i

一一)。

(
m
M
)
 

中
国
課
長
「
中
国
課
長
コ
メ
ン
ト
」
(
一
九
六
四
年
四
月
二
四
日
、

『
外
務
省
記
録
』
，
E
.

ニ
.
五
二
.
二

i
一l
l
二
二
)
。

「
L

T
貿
易
駐
在
員
の
件
」
(
一
九
六
四
年
四
月
二
八
日
、
『
外
務

省
記
録
』
，
E

ニ
.
五
.
ニ
.
二
!
一

!
1
0
1
1
1

二
二
)
。

(
ね
)

(
九
)

外
務
次
官
「
日
英
定
期
協
議
お
よ
び
L
T
両
事
務
所
派
遣
員
交
換



に
関
し
中
国
側
(
台
湾
H
筆
者
注
)
申
入
の
件
」
(
一
九
六
四
年

五
月
一
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
A
.

一
.
二
一
.
一
.
一
回
二
i

一
第
四
巻
)
。
経
済
局
ア
ジ
ア
課
「
日
台
経
済
関
係
に
関
し
陳
代

理
大
使
来
訪
の
件
」
(
一
九
六
四
年
四
月
一
一
一

O
目
、
『
外
務
省
記
録
』

，A
.
四
.
0
.
0
.
七

二

i
一
第
二
巻
)
。

(
お
)

経
済
局
コ
ロ
向
精
・
彦
承
忠
商
事
務
所
の
駐
在
員
交
換
問
題
に
関
す

る
件
」
(
一
九
六
四
年
五
月
二
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
ニ
.

五
.
二
.
ニ

l
一ιlit--
二
i
二
)
。
外
務
省
「
古
同
碕
・
摩
承
志
両
事

務
所
の
駐
在
員
交
換
問
題
に
関
す
る
件
」
(
一
九
六
四
年
五
月
四

日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E

二
五
.
二
.
二
1
1

一1
1
1
1
1

一
一
一
一
)
。

こ
れ
ま
で

L
T
貿
易
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
高
碕
達
之
助
が
一

九
六
四
年
二
月
二
四
日
に
死
亡
し
た
た
め
、
岡
崎
嘉
平
太
が
一
口
同
碕

事
務
所
代
表
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

(
花
)

(
打
)

外
務
省
コ
品
碕
・
摩
承
志
両
事
務
所
の
連
絡
員
交
換
問
題
に
関
す

る
処
理
要
領
(
案
)
」
(
一
九
六
四
年
五
月
二
九
日
、
『
外
務
省
記

録
』
，
E
.
二
.
五
二
.
一
一

1
1
1
1
1

二
i
ニ)。

(
花
)

経
済
局
「
一
品
碕
彦
承
志
向
事
務
所
の
駐
在
員
交
換
問
題
に
つ
い
て

(
法
務
省
見
解
)
」
(
一
九
六
四
年
五
月
二
五
日
、
「
外
務
省
記
録
』

，E
.

二
五
.
二
.
ニ

i
一jill-
二
!
こ
)
。

(
乃
)

経
済
局
「
古
井
・
岡
崎
両
氏
の
大
白
へ
の
報
告
要
旨
」
(
一
九
六

四
年
四
月
二
八
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
一
一
.
五
.
二
.
二

一t
i
-
-

一
一
一
一
)
。

(
的
)

経
済
局
コ
ロ
同
情
・
彦
両
事
務
所
の
連
絡
員
交
換
に
つ
い
て
(
中
山
、

河
絡
会
談
)
」
(
一
九
六
四
年
六
月
二
七
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.

二
.
五
.
ニ
.
二

i
一
l
二
l
二)。

(
創
)

一
年
』
(
日
中
経
済
協
会
、

(
沼
)

日
中
経
済
協
会
編
『
日
中
覚
書
の
一

一
九
七
五
年
四
月
、
八
三
頁
)
。

東
西
通
商
課
「
L
T
貿
易
連
絡
員
の
臼
本
側
派
遣
員
に
つ
い
て
」

(
一
九
六
四
年
九
月
三
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
ニ
.
五
.
一
.

一一
jil--

一1
1
6
1
1

…一
1
1
1
1
1

二)。

(
部
)

(
担
)

(
出
)

一
九
六
五
年
一
月
六
日
。

東
西
通
商
課
コ
ロ
同
碕
事
務
所
北
京
連
絡
事
務
所
経
費
の
送
金
に
つ

い
て
」
(
一
九
六
六
年
七
月
一
八
呂
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.
二
.

五
.
二
.
二

l
一lili--
ニ
l
一一
)

0

中
国
課
「
高
碕
事
務
所
北
京
連
絡
所
に
対
す
る
外
務
省
員
派
遣
に

つ
い
て
」
(
一
九
六
五
年
一
一
月
一
五
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.

二
.
五
.
ニ
.
一
一

i
一leit--
二
li--

一一
)

0

中
国
課
「
古
同
碕
事
務
所
北
京
連
絡
所
に
対
す
る
外
務
省
員
派
遣
に

つ
い
て
(
再
修
正
)
」
(
一
九
六
五
年
一
二
月
二
五
白
、
情
報
公
開

第

O

一へ三
O
号)。

中
関
課
長
「
高
碕
事
務
所
北
京
連
絡
所
に
対
す
る
外
務
省
員
派
遣

に
つ
い
て
」
(
一
九
六
六
年
一
月
五
日
起
案
、
一
九
六
六
年
一
月

一
七
日
決
裁
、
情
報
公
開
第

O
一
八
三

O
号
)
0

東
西
通
商
課
「
所
謂
吉
田
書
簡
発
出
等
の
経
緯
に
つ
い
て
(
報
告
)
」
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『
朝
日
新
聞
朝
刊
』

(
紛
)

(
幻
)

(
鎚
)



(
一
九
六
五
年
一
月
九
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E.

一一
l
i

一l
l
一二)。

. 
五

(
朗
)

中
国
諜
「
中
共
向
け
プ
ラ
ン
ト
輸
出
問
題
に
関
す
る
経
緯
」
(
一

九
六
五
年
二
月
五
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
ニ
.
五
.
二
.
二

l

一I1111
一一

i
一liti--
一
第
一
巻
)
。

(
加
)

H
J
6
5
河
口
∞
山
内
け
O

〉

B
冊
目
ゲ
出
回
目
可
寸

O
M
ハペ
O
唱
〉
ロ
何
回
三
日

H

S
宮古

河
の
日
少
∞
戸
山
)
]
由
口
H
Z
Z
H
H
H
Oコ
口

E
Z
(
}お
吋
巾
田
町
け
巾
吋
∞
Z
M叩
)
唱
∞
寸
H
N

H
N
I
印
。
町
内
刊
の

O
Y白l
n
M

〉
℃
〉

Z咽

Z
〉
の
]
U
-
一
司
円

O
B
〉
ロ
白
目
y
両
国
〉
∞
∞
J

へ

寸
O
阿内
J
円

O

S
∞
図
。
∞
斗
〉
寸
回
巧
〉
∞

z
o
p
〉
C
m
門
田
三
日

P

呂田品

切

o
g
w
∞

zmJ
∞
寸
お
H
M
g
印
。

z
R
O玄
l

』
〉
日
U

〉
戸
げ
ム
〉
の
同
U

椎
名
外
相
発
木
村
駐
中
華
民
国
大
使
宛
第
三
一
号
「
ニ
チ
ボ
i
・

(
川
出
)

ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
中
共
向
延
払
輪
出
に
つ
い
て
」
(
一
九

六
五
年
一
月
二
一
日
、
『
外
務
省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二

一10011
一一
sift--

一I
l
l
s
-

一
第
一
巻
)
。

(
的
)

東
西
通
商
課
「
ニ
チ
ボ
i

・
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
輸
出
陪
題
等

(
問
)

に
関
す
る
高
碕
事
務
所
大
久
保
任
晴
氏
の
内
話
(
報
告
)
」
(
一
九

六
五
年
二
月
一
一
日
、
「
外
務
省
記
録
』

PE.
二
.
五
.
二
.
二

一l
i
-
-

一一
l
i

一11111
一
第
一
巻
)
0

「
松
村
謙
一
二
・
孫
平
化
会
談
」
(
一
九
六
五
年
五
月
九
日
、
『
外
務

省
記
録
』
，
E
.
二
.
五
.
二
.
二

i
一j
i
l
l

二
i
一
第
三
巻
)
。

「
椎
名
外
相
、
沈
部
長
会
談
要
旨
」
(
一
九
六
五
年
八
月
一
三
日
、

『
外
務
省
記
録
』
管
理
番
号

O
二
一

O

一一

O
O
一

O
一
五
七

(
似
)

七
)
。
「
二
一
木
通
産
大
豆
と
沈
国
府
外
交
部
長
と
の
会
談
要
旨
」

(
一
九
六
五
年
八
月
二
ハ
日
、
『
外
務
省
記
録
』
管
理
番
号

O
一二

O

二
O
O
一

O
一
五
七
七
)
。

(
%
)
 
中
国
課
「
中
国
情
報
第
一
一
一

O
八
四
号
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

大
使
会
議
に
お
け
る
中
国
問
題
討
議
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
八
年

六
月
六
日
、
開
示
文
書
O
二
i
一
一
二
八
)
。

中
国
課
「
中
国
情
報
第
二
二

O
一
二
五
号
高
碕
事
務
所
大
久
保
任

晴
事
務
局
長
の
訪
中
談
」
(
一
九
六
五
年
九
月
二
五
日
、
『
外
務
省

記
録
』
，
A
.
四
.
一
.
一
.
五
第
二
五
巻
)
。

中
国
課
「
L
T
協
定
延
長
問
題
」
(
一
九
六
七
年
一
二
月
一

情
報
公
開
第

O
一
七
二
六
号
)
。

遠
藤
在
香
港
総
領
事
-
発
三
木
外
相
宛
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(
M
m
)
 

(
引
)

日

(
m
m
)
 

香
港
第
四
三
二
号
「
日
中

覚
書
貿
易
(
旧
称
L
T
貿
易
)
代
表
団
員
の
六
八
年
度
日
中
覚
書

貿
易
協
定
に
関
す
る
内
話
」
(
一
九
六
八
年
三
月
九
日
、
情
報
公

開
第

O
二
六
七
九
号
)
。

中
国
課
「
最
近
の
北
京
に
お
け
る
臼
中
会
談
(
政
治
問
題
・

L
T

協
定
延
長
問
題
等
)
に
関
す
る
内
話
」
(
一
九
六
八
年
三
月
一
一
一

日
、
情
報
公
開
第
O
一
七
二
六
号
)
。

(
川
町
)

(
別
)

中
国
課
「
日
中
関
係
等
に
関
す
る
在
日
中
共
系
華
僑
指
導
者
の
内

話
」
(
一
九
六
八
年
三
月
四
日
、
情
報
公
開
第
O
一
七
二
六
号
三

田
川
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録
|
白
川
日
記

1
一
四
年
の
証
言
l
』

(
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
、
七

0
1
一
O
八
真
)
。

(
肌
)



γ一一一一一一

(
問
)

前
掲
「
日
中
交
渉
秘
録
田
川
日
記

1
一
四
年
の
証
言
」
二

O

五
1
二
六
回
頁
。

一
九
六
九
年
九
月
、
外
務
省
出
身
の
連
絡
員
は
白
熊
利
中
心
か
ら
小

林
二
郎
に
交
代
す
る
(
吋
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
』
一
九
六
九
年
九

月
二
日
)
。

(
即
)

104 

中
国
外
交
部
は
、
安
保
関
争
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
一
九
六

O

年
六
月
の
日
本
の
政
局
に
つ
い
て
「
社
会
党
に
よ
る
組
閣
」
や

「
日
本
人
民
の
闘
争
が
早
期
に
勝
利
す
る
こ
と
」
は
あ
り
得
な
い

と
正
確
に
分
析
し
、
そ
の
上
で
対
日
政
策
の
目
標
を
「
日
本
の
政

局
を
長
く
不
穏
に
さ
せ
る
」
こ
と
に
定
め
た
(
「
有
関
日
本
政
局

的
通
報
」
楢
号
一

O
五
1
0
0七一一一七
i
O一
二
(
一
)
)
。

「
関
於
一
九
六
五
年
対
日
貿
易
妓
排
給
局
総
理
的
報
告
」
一
九
六

問
年
七
月
ニ
九
日
(
彦
承
志
文
集
編
輯
弁
公
{
至
編
『
慶
一
本
志
文
集
』

上
(
一
一
一
聯
害
賠
有
限
公
司
、
一
九
九

O
年
、
四
回
八

1
四
五

O
頁)。

「
日
本
側
貿
易
一
二
団
体
と
中
盟
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
と
の
議
定

室
百
」
(
一
九
六
二
年
二
一
月
二
七
日
、
前
掲
「
「
日
中
覚
書
の
二

年
」
報
告
書
付
属
資
料
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
・
声
明
・
社
説
等
』
二

九
1
二一

O
資)。

105 
¥ーノ

106 107 
、一/

新
関
在
香
港
総
領
事
発
大
平
外
務
大
白
宛
香
港
第
八
一
一
一
七
号

「
日
本
商
社
員
よ
り
聴
取
の
中
共
事
情
報
忠
己
(
一
九
六
四
年
六
月

三
O
目
、
情
報
公
開
第
O
O七
六
閉
号
)
。

小
川
平
二
つ
訪
中
報
告
書
」
(
一
九
六
二
年
九
月
二
六
日
、
情
報

(
附
)

(
問
)

公
開
第

O
一
七
二
二
号
)
0

一
九
六
三
年
八
月
二
三
日
、
友
好
間
社
の
取
扱
に
対
し
て
周
首
相

は
「
臼
共
が
指
導
す
る
金
業
や
日
中
友
好
運
動
と
反
米
愛
国
闘
争

に
影
響
力
が
あ
る
企
業
に
継
続
し
て
支
持
を
与
え
優
先
し
て
配
慮

す
る
」
だ
け
で
な
く
、
保
守
勢
力
に
つ
い
て
も
「
日
米
間
の
矛
盾

と
統
治
階
級
内
部
の
矛
盾
を
拡
大
す
る
た
め
、
日
本
の
政
界
党
派

と
関
係
が
あ
る
個
別
の
企
業
に
対
し
て
必
要
な
配
慮
を
与
え
る
」

ょ
う
指
示
し
た
(
「
摩
承
志
的
下
半
年
対
日
工
作
的
請
示
報
告
」

(
檎
号
一

O
五

O
一
八
六
三

i
O
一))。

「
日
本
社
会
党
訪
華
代
表
団
与
我
進
行
政
治
組
会
談
記
録
」
(
檎
号

一
O
五

O
O六七一一一
i
O五
(
一
)
)
。
「
日
本
社
会
党
訪
薬
代

表
団
与
我
進
行
経
済
総
会
談
記
録
」
(
捲
号
一

O
五
l
O
O六
七

一二

tillO六
(
一
)
)
。
「
彰
古
田
丹
市
長
接
見
日
本
社
会
党
訪
華
代
表
団

記
録
」
(
稽
号
一

O
五

O
O六
七
一

O
二
(
一
)
)
。

「
陳
毅
副
総
理
兼
外
長
会
見
蘇
聯
駐
肇
使
館
参
賛
安
東
諾
夫
、
通
報

日
本
社
会
党
代
表
団
訪
挙
情
況
」
(
檎
号
一

O
九
l
O
O八
七
一

jill-

G
八
(
一
)
)
。
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(
即
)
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(
山
)

T
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H
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g
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m
o
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・也九時¥い
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h
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(
旧
)

『
吋
O
H
H凶

〉

5
8忌
田
町
田
可
寸
O
H
ハペ
O

S

∞
∞
円
吋
2
m
H
吋可

O
同
日
出

g
g噌

〉ち
H
e
戸

H
M
-
]戸也

G
Y
却の印一
Y

の
り
司
'
∞
∞
ω・
宏
一
¥
十
回
日
由
ゲ

Z
〉の
}
U
E

鈴
木
茂
三
郎
発
川
上
丈
太
郎
宛
「
第
三
次
訪
中
使
節
団
の
補
遺
」

(
一
九
六
二
年
七
月
一

O
日
、
『
鈴
木
文
庫
』
)
0

新
関
香
港
総
領
事
発
大
平
外
相
宛

(
山
)

(
出
)

香
港
第
六
二
一
号
「
松
村
議

員
一
行
の
帰
来
談
報
告
の
件
」
(
一
九
六
四
年
五
月
十
二
日
、
吋
外

務
省
記
録
』
，
E.
二
.
五
.
二
.
二
!
一
t
i
t
-
-

二
l
…一
)
0

(
山
)

中
国
諜
「
中
国
情
報
二
五

O
一
一
号
、
社
会
党
松
本
七
郎
議
員
の

訪
中
帰
国
談
」
(
『
外
務
省
記
録
』
，
A
.

四
.
一
.
一
.
五
第
二

二
巻
』
)
。

(
引
)

在
香
港
遠
藤
総
領
事
発
三
木
外
務
大
臣
宛
香
港
第
一
一
一
一
六
号

「
石
野
、
校
村
両
議
員
の
訪
中
談
」
(
一
九
六
八
年
一
月
二
回
目
、

情
報
公
開
第

O
一
一
六
七
九
日
立
。

前
掲
『
日
中
覚
書
の
一
一
年
』
一
二
八
頁
。

「
訪
中
記
録
(
第
四
次
訪
中
使
節
罰
)
」
(
「
石
橋
政
綱
文
室
匡
九
九

五
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
)
。

(
旧
)

(
川
)

(
間
)

『
日
本
社
会
党
第
二
九
回
臨
時
全
国
大
会
速
記
録
』
(
一
九
六
七
年

八
月
一
九
日
・
ニ

O
臼
、
『
鈴
木
文
庫
』
)
。
『
日
本
社
会
党
第
二
一

O

回
定
期
全
国
大
会
速
記
録
』
(
一
九
六
八
年
一
月
二
四
日
・
二
五

日
・
一
一
六
日
、
「
鈴
木
文
庫
』
)
0

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
訪
中
友
好
貿
易
代
表
団
『
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
化
大
革
命
と
日
中
貿
易
の
展
望

i
訪
中
報
告
l
』
(
日
本
国

121 

(
凶
)

際
貿
易
促
進
協
会
、
一
九
六
七
年
六
月
)
。

一
九
六
四
年
五
月
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
の
総
裁
に
石
橋
湛

山
、
副
総
裁
に
平
塚
常
次
郎
が
選
出
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
浅
田

長
平
、
河
合
良
成
、
北
村
徳
太
郎
、
者
向
礼
之
助
、
田
中
完
一
一
一
、
手

塚
敏
雄
、
安
川
第
五
郎
が
顧
問
に
就
任
し
た
(
日
本
層
際
貿
易
促

進
協
会
遜
『
5
中
貿
易
促
進
の
歩
み
!
年
表
一
九
四
九

i
一
九
七

四
』
(
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
、
一
九
七
四
年
)
)
。

(
出
)

J
1
F

∞
 

日出

B
F
m戸田町
u
J

↓cr可
。

ロ
回
目
U

〉
H
N
寸
Y
向
]
凶

Z
寸
。
可
∞
斗
〉
寸
凶

w
広角】向日)国
H
H
w
m
H州
市
】
国
立
O
ロ
白
老
広
}
戸

。
。
日
自
己
ロ
戸
田
け
の
}
M
E
m
H
3
』
田
口
戸
田
吋
】
刊
に
ゆ

5
3
w
の
り
戸
怠
∞

-
E
S
¥同

同
町

5
5

〉

E
∞吋

FSロ

件
。
寸
民
国

広町一
Y
Z〉の
}
U

・

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
外
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
情
報
公
開
室
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究

所
、
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
楢
案
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

(
出
l

仙

i
附
札
幌
市
北
区
北
一
九
条
西
二

T
目
一
番
四
一
jli--
八
O
六
号
)
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